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Pos : 1 /TD /Ei nleitung/Überschrift - Einl eitung 1 @ 0\mod_1167823212238_32581.docx @ 32778 @ 1 @ 1 
 

1 イントロダクションイントロダクションイントロダクションイントロダクション 
Pos : 2 /TD /Ei nleitung/Contr oller B150/B130/B170/C 280/C290/C 295/P320 @ 0\mod_1168855773334_32581.docx @ 32869 @  @ 1 
 

ユーザーの皆様へユーザーの皆様へユーザーの皆様へユーザーの皆様へ 

高品質を誇るナーバザム社製品のお買い上げありがとうございます。 

この制御器は、特にお客さまの製作および生産の各条件にそって設計された製品
で、十分にご満足いただける性能を有しています。 

本製品は次の特徴を備えています。 

• 簡単な操作 

• 液晶表示ディスプレイ 

• 堅牢な構造 

• メイン機器にそった機構 

• RS 422 データインタフェースのオプション可能 

皆様のナーバザムチーム 
 

 
 

 
 

 
参考参考参考参考 

この書類は本社製品の購入者のみを対象としています。文書による許可がない限 

り、複製したり、第三者に内容を伝えたり、または入手を可能にしたりすること 
は許されていません。（著作権及び同種の保護規定に関する法律、1965年9月 

日の著作権管理法に準拠） 

技術的知的財産保護権技術的知的財産保護権技術的知的財産保護権技術的知的財産保護権 

図、資料、および各処分権限に関する保護権はすべてナーバザム社にあります。 
これは保護権届出の場合にもあてはまります。 

 
Pos : 3 /TD /Ser vice-T ypenschil d/Z usatzschild „Intertek- ETL Logo“ @ 26\mod_1341914042492_32581.docx @ 169242 @  @ 1 
 

 

 
Pos : 4 /=== Sei tenumbruch === @ 0\mod_1158819844943_0.docx @ 34115 @  @ 1 
 
  

3076970

Conforms to ANSI/UL STD 61010-1

Certified to CAN/CSA C22.2 No. 61010-1
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Pos : 5 /TD /Ei nleitung/Gewährleis tung_H aftung/Überschrift - Gewährleistung und Haftung 1.1 @ 0\mod_1167822979492_32581.docx @ 32777 @ 2 @ 1 
 

1.1 品質保証と補償義務品質保証と補償義務品質保証と補償義務品質保証と補償義務 
Pos : 6 /TD /Ei nleitung/Gewährleis tung_H aftung/Öfen und Schaltanlagen - Gewährleistung und H aftung @ 0\mod_1157536440972_32581.docx @ 32610 @  @ 1 
 

§ 

保証と賠償責任についてはナーバザム社品質保証規定保証と賠償責任についてはナーバザム社品質保証規定保証と賠償責任についてはナーバザム社品質保証規定保証と賠償責任についてはナーバザム社品質保証規定、、、、ないしは個ないしは個ないしは個ないしは個々々々々の契約による保の契約による保の契約による保の契約による保

証規証規証規証規    

定に準じます定に準じます定に準じます定に準じます。。。。加えて次の規定が伴います加えて次の規定が伴います加えて次の規定が伴います加えて次の規定が伴います。。。。 

弊社は次の1つ、または複数の原因によって生じた人身、および物品損傷の損害賠償の

責任を負いません。 

• 装置の操作、組立、メンテナンス、修理に携わるすべての人員は、必ず取扱説明書

を読んで理解していなければなりません。取扱説明書に十分注意を払わなかったた

めに生じた損害と故障については、弊社は損害賠償の責任を負いません。 

 

• 規定外の目的のために装置を使用した場合 

 

• 装置の組立、運転開始、操作、メンテナンスが不適切な場合 

 

• 欠陥のある安全装置、または適切に設置されていない、または機能の不全な安全

保護装置による装置の運転 

 

• 取扱説明書に記された運搬、保管、組立、運転開始、動作、メンテナンス、装備に

関する注意事項を無視した場合 

 

• 装置の構造の独断による変更 

 

• 動作パラメーターの独断による変更 

 

• パラメーター化、設定、およびプログラムの独断による変更 

 

• オリジナルパーツと付属品はナーバザム社炉装置のために特別に設計されていま

す。部品の交換の際には、ナーバザム社オリジナルパーツのみをご使用ください。

そうでない場合、保証が解消します。オリジナルパーツではない部品を使用した場

合に生じた損害に関しては、ナーバザム社は賠償責任を一切負いません。 

 

• 外的作用、天災などの不可抗力による損害 

 
Pos : 7 /=== Sei tenumbruch === @ 0\mod_1158819844943_0.docx @ 34115 @  @ 1 
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Pos : 8 /TD /Ei nleitung/Allgemeines/C ontroll er/Überschrift - Allgemeines @ 0\mod_1168857771977_32581.docx @ 32870 @ 2 @ 1 
 

1.2 一般規定一般規定一般規定一般規定 
Pos : 9 /TD /Ei nleitung/Allgemeines/C ontroll er/Allgemeines @ 0\mod_1168875225840_32581.docx @ 32882 @  @ 1 
 

電気装置で作業を開始する前に、電源スイッチを「0」にし、電源プラグを抜きとってください！ 

電源スイッチが切られた状態でも、炉の個々の部品には電圧が流れている場合があります！ 

電気装置での作業は、専門知識のある者だけが行えます。 

炉とスイッチ装置は、ナーバザム社によってあらかじめ設定されています。調整挙動を可能な限り

最適なものにするために、必要な場合にはプロセスの最適化を行ってください。 

温度曲線は、製品、炉、あるいは周囲に害を与えないように、ユーザーが調整しなければなりま

せん。ナーバザム社はこのプロセスに対し保証は一切いたしません。 

 

 参考参考参考参考    

プログラム制御された特殊安全接触ソケットまたは接続装置 (オプションシリーズL、HTC、N、LH) 

またはこれに接続された機器で作業を行う前に、原則として炉の電源スイッチを切り、電源プラグ

を抜き取ってください。 

稼働中に制御器/炉の操作を誤ったり、機能不良に陥ることを避けるため、制御器の取扱説明

書をしっかりと読んでください。 

 
Pos : 10 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Sicherheit @ 0\mod_1169023764018_32581.docx @ 32924 @ 2 @ 1 
 

1.3 安全性安全性安全性安全性 

本制御器は数々の電子安全装置を備えています。故障が生じた場合、炉は自動的
に遮断され、液晶表示にエラーメッセージが現れます。 

 

 参考参考参考参考 

詳しい情報は「故障／エラーメッセージ」の章に記述されています。 

 

 

警告／一般的な危険警告／一般的な危険警告／一般的な危険警告／一般的な危険 

炉のスイッチを入れる前に、必ず炉の取扱説明書を読んでください。 

 
Pos : 11 /TD/Betrieb_Bedi enung/Überschrift - Betrieb @ 0\mod_1168951185590_32581.docx @ 32895 @ 1 @ 1 Betrieb 

2 動作動作動作動作 
Pos : 12 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Netzschalter/Steuerstr omschalter @ 0\mod_1168874843173_32581.docx @ 32881 @ 2 @ 1 
 

2.1 電源スイッチ／制御電流スイッチ電源スイッチ／制御電流スイッチ電源スイッチ／制御電流スイッチ電源スイッチ／制御電流スイッチ 
Pos : 13 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Netzschalter/Steuerstr omschal ter am C ontroll er und Ofengehäuse @ 0\mod_1168874626267_32581.docx @ 32880 @  @ 1 
 

 

電源スイッチ／電流制御スイッチはキーボードブロックの下部、またはその横に 
あります。炉の電源を電源スイッチで切る前に、進行中の加熱プログラムを終了 
させてください。 

 

 
Pos : 14 /=== Seitenumbruch === @ 0\mod_1158819844943_0.docx @ 34115 @  @ 1 
 
  

27x12,7
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Pos : 15 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Contr oller/Ofen einschalten @ 0\mod_1168947051396_32581.docx @ 32893 @ 2 @ 1 
 

2.2 制御器／炉のスイッチを入れる制御器／炉のスイッチを入れる制御器／炉のスイッチを入れる制御器／炉のスイッチを入れる 
Pos : 16 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Contr oller einschalten (alle Contr oller V 04:04) @ 18\mod_1313482096784_32581.docx @ 127568 @  @ 1 
 

電源スイッチを「IIII」の位置にして電源を入れてください。ディスプレイには制御
器の型とバージョン番号、それに続いて温度が表示されます。温度が表示される

と制御器は動作可能になります。 
 

制御器のスイッチ制御器のスイッチ制御器のスイッチ制御器のスイッチ    
を入れるを入れるを入れるを入れる 

   
   

ディスプレイ  バージョン番号  温度表示 
 

完全な機能のためのすべての設定は、出荷時に設定されています。 

B 130型とC 280型では素焼きと釉薬焼のための加熱プログラムがすでに設定され
ています（「前設定されたプログラム B 130／C 280型」の章を参照してくださ

い)。その他の制御器では加熱プログラムがプロセス固有、または使用目的に従っ
て設定することが必要です。 
 

 参考参考参考参考 

いくつかの新機能はバージョン番号に依存しています。制御器をいったん切って 
から再びスイッチを入れ、バージョン番号を読み取ってください。  

 
Pos : 17 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Contr oller ausschalten @ 0\mod_1169109234337_32581.docx @ 32956 @ 2 @ 1 
 

2.3 制御器／炉のスイッチを切る制御器／炉のスイッチを切る制御器／炉のスイッチを切る制御器／炉のスイッチを切る 
Pos : 18 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Contr oller ausschalten (all e C ontroller) @ 0\mod_1169108582644_32581.docx @ 32955 @  @ 1 
 

電源スイッチを「「「「OOOO」」」」の位置にして遮断します。 
Pos : 19 /TD/Allgemei ne Hinweise (für all e Anl eitungen)/Hi nweis  - Beenden Si e laufende H eizpr ogramme, bevor Sie den Ofen am N etzschalter ausschalten ...  @ 1\mod_1176291125332_32581.docx @ 33333 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

炉の電源を電源スイッチで切る前に、進行中の加熱プログラムを終了させてくだ 
さい。そうしない場合、制御器のスイッチを再び入れた時にエラーメッセージが 

生じることがあります。 

 

27x12,7
U   04:04
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Pos : 20 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Bedienfelder/Ü berschrift  - Bedi enfelder und Anzeige (Display)  @ 0\mod_1168871157672_32581.docx @ 32878 @ 1 @ 1 
 

3 操作フィールドと表示操作フィールドと表示操作フィールドと表示操作フィールドと表示 
Pos : 21 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Bedienfelder/B180 @ 5\mod_1209457499159_32581.docx @ 36129 @  @ 1 
 

B 180型型型型 
 

 

図1：操作フィールド B 180型 
Pos : 22 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Bedienfelder/P330 @ 5\mod_1209456948677_32581.docx @ 36113 @  @ 1 
 

P 330型型型型 
 

 

図2：操作フィールド P 330型 
Pos : 23 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Bedienfelder/Legende B 180 und P 330 @ 7\mod_1233845191857_32581.docx @ 49535 @  @ 1 
 

1 = 電源スイッチ 

2 = キーボードブロック 

3 = プログラム LED 

4 = - - - 

5 = ディスプレイ 

6 = 温度選択制限器（オプション） 

123

5 6

2132iEurotherm

27x12,7

3

65

1

2132iEurotherm

27x12,7

2
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Pos : 24 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Bedienfelder/P 300 und P 310 @ 7\mod_1233845695184_32581.docx @ 49551 @  @ 1 
 

P 300 / P 310型型型型 
 

 

図3：操作フィールド P 300 / P 310型 
Pos : 25 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Bedienfelder/B130/B150C 280 @ 7\mod_1233837787769_32581.docx @ 49455 @  @ 1 
 

B 150/B 130/C 280 
 

 

図 4：操作フィールド B 150/B 130/C 280型 

 

wait time 3 time 4time 2time 1

T2

T1

wait time 3 time 4time 2time 1

T2

T1

2 2

3

5 5

3

T3

wait time 3 time 4time 2time 1

T2

T1

wait time 2time 1

T1

Made

in 

Germany

Made

in 

Germany

5 5
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1 = - - - 

2 = キーボードブロック 

3 = プログラムLED 

4 = - - - 

5 = ディスプレイ 

6 = - - - 

参考： 

特殊機能（ ） 

制御器C 280型の場合のみ 
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Pos : 26 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Displ ays /Überschrift - Display @ 0\mod_1168867379777_32581.docx @ 32876 @ 2 @ 1 
 

3.1 ディスプレイ表示ディスプレイ表示ディスプレイ表示ディスプレイ表示 
Pos : 27 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Displ ays /B130/B150/B170/B180/C280/C 290/C 295/P300/P310/P330 @ 0\mod_1168868366031_32581.docx @ 32877 @  @ 1 
 

 

図 5：ディスプレイ表示 

 
Pos : 28 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T astaturblöcke/Überschrift - Tas tatur blöcke @ 0\mod_1168858756210_32581.docx @ 32871 @ 2 @ 1 
 

3.2 キーボードブロックキーボードブロックキーボードブロックキーボードブロック 
Pos : 29 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T astaturblöcke/B130/B150 und Legende @ 7\mod_1233838025910_32581.docx @ 49471 @  @ 1 
 

B 130 / B 150型型型型 
 

 

図 6：操作キーブロック B 130 / B 150型 

 
Pos : 30 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T astaturblöcke/C280 und Legende @ 7\mod_1233843516307_32581.docx @ 49495 @  @ 1 
 

C 280型型型型 
 

 

図7：操作キーブロック C 280型 

 

1 = プログラム選択 

2 = ＋/－ 

3 = - - - 

4 = スクロール 

5 = プログラム スタート／停止 

6 = インフォメニュ 

7 = 操作キーブロック 

8 = 保存 

1 = プログラム選択 

2 = ＋/－ 

3 = 特殊機能 

4 = スクロール 

5 = プログラム スタート／停止 

6 = インフォメニュ 

7 = 操作キーロック 

8 = 保存 

1 = 炉温度 

2 = 温度単位°C／°F 

3 = 加熱 入 

4 = 特別リレー 1 入 

5 = 特別リレー 2 入（または熱風循環モーター 入） 

6 = キーロック（B 130／C 280 / P 300型のみ） 

7 = エラーメッセージ 

8 = プログラム終了 

9 = PCコミュニケーション（オプション） 
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Pos : 31 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T astaturblöcke/B180 und Legende @ 7\mod_1233850588652_32581.docx @ 49621 @  @ 1 
 

B 180型型型型 
 

 

図8：キーボードブロック B 180型 

 
Pos : 32 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T astaturblöcke/P300 und Legende @ 7\mod_1233846166420_32581.docx @ 49567 @  @ 1 
 

P 300型型型型 
 

 

図9：キーボードブロック P 300型 

 
Pos : 33 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T astaturblöcke/P310 und Legende - HTC 01/15-Renishaw @ 7\mod_1233846249883_32581.docx @ 49583 @  @ 1 
 

P 310型型型型 
 

 

図10：キーボードブロック P 310型 

 

1 = プログラム選択 

2 = 数字ブロック 

3 = - - - 

4 = スクロールする 

5 = プログラム スタート／停止 

6 = インフォメニュ 

7 = - - - 

8 = 保存する 

1 = プログラム選択 

2 = 数字ブロック 

3 = 特殊機能 

4 = スクロールする 

5 = プログラム スタート／停止 

6 = インフォメニュ 

7 = セグメントをスキップする 

8 = 保存する 

1 = プログラム選択 

2 = 数字ブロック 

3 = 特殊機能 

4 = スクロールする 

5 = プログラム スタート／停止 

6 = インフォメニュ 

7 = セグメントをスキップする 

8 = 保存する 

9 = 加熱領域 
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Pos : 34 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T astaturblöcke/P330 und Legende @ 7\mod_1233850309077_32581.docx @ 49605 @  @ 1 
 

P 330型型型型 
 

 

図11：キーボードブロック P 330型 

 
Pos : 35 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Eigenschaften der C ontroller @ 0\mod_1168946054727_32581.docx @ 32891 @ 1 @ 1 
 

4 制御器の特性制御器の特性制御器の特性制御器の特性 
Pos : 36 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Eigenschaften/F unktionen der C ontr oller ( alle C ontroll er) @ 7\mod_1233915567692_32581.docx @ 49675 @ 2 @ 1 
 

4.1 機能機能機能機能 

                         制御器制御器制御器制御器 

機能機能機能機能 

B 130型型型型 B 150型型型型 B 180型型型型 C 280型型型型 P 300型型型型 P 310型型型型 P 330型型型型 

過熱保護過熱保護過熱保護過熱保護 1) √ √ √ √ √ √ √ 

特別リレー機能特別リレー機能特別リレー機能特別リレー機能 - - - 2 2 4) 2 4) 2 4) 

加熱領域の手動設定加熱領域の手動設定加熱領域の手動設定加熱領域の手動設定 - - - - - √ - 

空気循環モーター制御空気循環モーター制御空気循環モーター制御空気循環モーター制御 2)  √ √ √ √ √ √ 

待時間待時間待時間待時間 √ √ √ √ √ √ √ 

プログラム数プログラム数プログラム数プログラム数 2 1 1 9 9 9 9 

セグメント数セグメント数セグメント数セグメント数 4 2 2 4 40 40 40 

自動最適化自動最適化自動最適化自動最適化 √ √ √ √ √ √ √ 

KW/hメーターメーターメーターメーター 3) √ √ √ √ √ √ √ 

動作時間メーター動作時間メーター動作時間メーター動作時間メーター √ √ √ √ √ √ √ 

実時間時計実時間時計実時間時計実時間時計 - - - - - - √ 

音信号音信号音信号音信号 - - - - - - √

5) 

データインタフェースデータインタフェースデータインタフェースデータインタフェース RS 
422 

オプション オプション オプション オプション オプション オプション オプショ

ン 

加熱継続出力加熱継続出力加熱継続出力加熱継続出力 - - - - - √ - 

10キーボードキーボードキーボードキーボード - - √ - √ √ √ 

 

1 = プログラム選択 

2 = 数字ブロック 

3 = 特殊機能 

4 = スクロールする 

5 = プログラム スタート／停止 

6 = インフォメニュ 

7 = セグメントをスキップする 

8 = 保存する 

9 = 一時停止 

10 = 時刻 
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Pos : 37 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/1)  Mit Programmstart wir d die höchste i m Programm eing estellte Temperatur ermi ttelt . .. @ 1\mod_1176292760467_32581.docx @ 33334 @  @ 1 
 

1)1)1)1) プログラムがスタートすると、プログラム内に設定された最高温度が確認されます。炉温度がプログラム 

進行中に3分以上にわたって最高温度を30°C超えた状態が続くと、制御器と安全リレーは遮断され、エラ 
ーメッセージが現れます。 
Pos : 38 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/2)  Vorei ngestellte F unktion bei U mluftöfen: Sobal d ein Programm am ...  @ 1\mod_1176292979087_32581.docx @ 33335 @  @ 1 
 

2)2)2)2) 熱風循環炉での初期設定された機能：プログラムが制御器でスタートすると、熱風循環のモーターが始動 
します。モーターはプログラムが終了し、または中断されて、炉温度が再び80°C以下になるまで動作しま 
す。この機能と共に特殊機能2を使うことはできません。 
Pos : 39 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/3)  Der kW/h Zähler  berechnet über die Einschaltzeit der Heizung, den theor etisch ...  @ 1\mod_1176293183301_32581.docx @ 33336 @  @ 1 
 

3)3)3)3) kW/hメーターは、加熱プログラムで定格電圧での理論的に消費された電力量を、ヒーターの使用時間に 
よって割り出します。実際には差異が生じることがあります。低電圧下では消費電力が高めに、過電圧化で 
は消費電力が低めに表示されます。 
Pos : 40 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/4)  Bei Öfen mit  ei nem Luftumwälzmotor steht in der R egel nur ei ne Extra-F unktion zur Verfügung ..  @ 4\mod_1200563059435_32581.docx @ 34022 @  @ 1 
 

4)4)4)4) 熱風循環のモーターの付いた炉では、通常1つの特殊機能のみが備わっています（炉の取扱説明書参 
照）。 
Pos : 41 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/5)  Vorei ngestellte F unktion, dadurch keine 2. Extrafunkti on @ 11\mod_1266324947085_32581.docx @ 72369 @  @ 1 
 

5) あらかじめ設定された機能であり、これにより 2 つ目の特殊機能はありません 

（章 7.7  「特殊機能のプログラミング」を参照） 

 
Pos : 42 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Neue Funktionen der Naberther m C ontroller @ 1\mod_1173192128446_32581.docx @ 33207 @ 1 @ 1 
 

5 ナーバザム制御器の新しい機能ナーバザム制御器の新しい機能ナーバザム制御器の新しい機能ナーバザム制御器の新しい機能 
Pos : 43 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogrammei ngabe mit/ohne Gr adi ent ab Contr oller Versi on 3.xx @ 5\mod_1210665723438_32581.docx @ 36645 @ 2 @ 1 
 

5.1 P制御器バージョン制御器バージョン制御器バージョン制御器バージョン 3.xx以降以降以降以降、、、、勾配あり勾配あり勾配あり勾配あり / なしでのプログラム入力なしでのプログラム入力なしでのプログラム入力なしでのプログラム入力 

バージョン3.xx以降の制御器ではランプの入力を、勾配（例えば120℃/h）、または「時間 

と目標温度」の組み合わせから選択できます。 

制御器をいったん切ってから再びスイッチを入れ、バージョン番号を読み取ってください。 

モードの入力はご希望によってはユーザー固有に、コンフィギュレーション設定内のプロ 

セス前提の要求で変更することができます。入力モードの変更は「コンフィギュレーション 

」を参照してください。 

設定されたモードはプログラム入力の際、1つのセグメント内の例えば 「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」で次のよ

うに識別することができます。 

「時間と目標温度」入力モードではそれぞれ、℃ / °F、またはまたはまたはまたは    hhhhが入力単位として表示

されます。勾配の入力では℃ / °F、およびおよびおよびおよび    hhhhが入力単位として同時に表示されます。勾

配の最高温度値は6000℃です（急速度の加 

熱）。 

 
Pos : 44 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Die Zei tei nheit für di e Gr adi enteneingabe ist  fest auf Stunde ( h) ei ngestellt ...  @ 5\mod_1210666214044_32581.docx @ 36651 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

勾配入力の時間単位は時間（h）に設定され、分数で変化させることはできません。 

（例）100 °C/hhhh (212 °F/hhhh) 
 

 
Pos : 45 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogrammstartverhalten bei warmen Ofen ab C ontr oller Version 3.xx @ 1\mod_1173192896751_32581.docx @ 33209 @ 2 @ 1 
 

5.2 熱された炉でのプログラムスタート時の挙動、バージョン熱された炉でのプログラムスタート時の挙動、バージョン熱された炉でのプログラムスタート時の挙動、バージョン熱された炉でのプログラムスタート時の挙動、バージョン 3.xx以降以降以降以降 

炉温度が � プログラムスタートで第1セグメントの目標温度値「「「「T 1T 1T 1T 1」」」」よりも高い
場合、 � プログラムスタートは炉温度が T1 + 10°C � 以下に冷却するまで遅延
します。つまりセグメント「「「「Time 1Time 1Time 1Time 1」」」」はスキップして、プログラムは次のセグメ



 

16 

ント「「「「Time 2Time 2Time 2Time 2」」」」でスタートします。 
 

 

 
図 12：プログラムスタート時の挙動  
 

このプログラムスタート時の挙動プログラムスタート時の挙動プログラムスタート時の挙動プログラムスタート時の挙動はヴァージョン 3.xx以降のすべての制御器にプ

ログラミングされていて、変更はできません。制御器をいったん切ってから再び
スイッチを入れ、バージョン番号を読み取ってください。 

 
Pos : 46 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Spanungsausfall ver halten @ 1\mod_1173193408926_32581.docx @ 33210 @ 2 @ 1 
 

5.3 電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動 

バージョン 3 .xx以降の制御器では電圧低下時の挙動を設定することができます。
制御器をいったん切ってから再びスイッチを入れ、バージョン番号を読み取って
ください。電圧低下時の挙動を変更するには「コンフィギュレーション／ユーザ「コンフィギュレーション／ユーザ「コンフィギュレーション／ユーザ「コンフィギュレーション／ユーザ
ー固有の設定」ー固有の設定」ー固有の設定」ー固有の設定」の章を参照してください。 

 
Pos : 47 /=== Seitenumbruch === @ 0\mod_1158819844943_0.docx @ 34115 @  @ 1 
 
  

 

T 1

1

2

3

Time 1 Time 2
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Pos : 48 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Contr oller B130/C280 @ 7\mod_1233921605957_32581.docx @ 49701 @ 1 @ 1 
 

6 制御器制御器制御器制御器 B 130 / C 280型型型型 
Pos : 49 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Ü berschrift  - Kurzanl eitung @ 0\mod_1169544239740_32581.docx @ 32990 @ 2 @ 1 
 

6.1 クイックマニュアルクイックマニュアルクイックマニュアルクイックマニュアル 
Pos : 50 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/C ontroller  ei nschalten B130/C280 (V 04:04) @ 18\mod_1313482584902_32581.docx @ 127591 @  @ 1 
 

制制制制御御御御器器器器ののののススススイイイイッッッッ チチチチをををを入入入入れれれれるるるる    
   

ディ スプレイ      バーバョ ン番番                   温度温温 
例： 制御器の型 

 
Pos : 51 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm aufrufen B130/B150/C280/C 290/C 295 @ 1\mod_1173193921396_32581.docx @ 33211 @  @ 1 
 

プログラムをプログラムをプログラムをプログラムを    呼呼呼呼    
び出すび出すび出すび出す 

                   

 

   プログラム選択を  で確認してください。 

 
Pos : 52 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm eing eben/kontrollier en B130/B150/C 280 @ 7\mod_1234361168010_32581.docx @ 50237 @  @ 1 
 

ププププロロロロググググララララムムムムをををを入入入入 
／／／／制制制制御御御御すすすするるるる 

                                                                                . . . 

 

 
Pos : 53 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm s tar ten B130/B150/B170/B180/C 280/C 290/C295/P230/P330 @ 1\mod_1173194624787_32581.docx @ 33213 @  @ 1 
 

プログラムをプログラムをプログラムをプログラムを    スススス    
タートするタートするタートするタートする 

                      

ディスプレイ 

 
Pos : 54 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Hinweis - T as te start/s topp ca. 2 Sek. gedrückt halten @ 18\mod_1313408168640_32581.docx @ 127472 @  @ 1 
 

    

注意注意注意注意    

このボタンをこのボタンをこのボタンをこのボタンを        約約約約2222秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。    

 

 
Pos : 55 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Progr amme/Wartezei t ei nstellen oder ver ändern @ 1\mod_1174634424831_32581.docx @ 33301 @ 2 @ 1 
 

6.2 プログラム／待時間の設定、または変更プログラム／待時間の設定、または変更プログラム／待時間の設定、または変更プログラム／待時間の設定、または変更 
Pos : 56 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme/Wartezeit eins tell en oder ver ändern B130/C 280 - 1 @ 0\mod_1169026202596_32581.docx @ 32929 @  @ 1 
 

炉の自動動作のためには、制御器をスタートさせる前に、加熱温度の進行状態を
描いたご希望の温度曲線を設定することが必要です。設定されたこの温度進行状
態は加熱プログラムとも呼ばれます。 

B 130型とC 280型の各加熱プログラムにはランプが2つ、保持時間が1つ、および
冷却ランプが1つあります。 

 

時時 
セグセント を入1

力する 

温度 を入力する1  時時 
セグセント を入力2

する 

27x12,7

ディスプレイ 

U   04:04

time 1 time 2T 1
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図 13：プログラム図 B 130／C 280型 
 

• ランプランプランプランプではセグメント温度「「「「TTTT」」」」とセグメントタイム「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」および「「「「time time time time 
2222」」」」を通して線的な温度上昇（ゆっくりとした加熱）が設定されています。 

• 保持時間「保持時間「保持時間「保持時間「time 3time 3time 3time 3」」」」では「「「「T 2T 2T 2T 2」」」」で設定された温度値がどのくらいの間、保持
されるべきかが設定されます。 

• 冷却ランプ冷却ランプ冷却ランプ冷却ランプでは自然な冷却を「「「「T 3T 3T 3T 3」」」」と「「「「time 4time 4time 4time 4」」」」に設定された比率によって
減速することができます。「「「「T 3T 3T 3T 3」」」」と「「「「time time time time 4444」」」」に設定がなされない場合に

は、保持時間「「「「time 3time 3time 3time 3」」」」が経過するとプログラムはすでに終了します。 

プログラム入力プログラム入力プログラム入力プログラム入力 

スクロールキー  によって入力モードに移行します。クリックして次に続くセ
グメントまたは時間値を選択します。選択された値はLEDに「「「「TTTT」」」」または「「「「timetimetimetime」」」」
が点滅して表示されます。 

 
Pos : 57 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm eing eben/kontrollier en B130/B150/C 280 @ 7\mod_1234361168010_32581.docx @ 50237 @  @ 1 
 

ププププロロロロググググララララムムムムをををを入入入入 
／／／／制制制制御御御御すすすするるるる 

                                                                                . . . 

 

 
Pos : 58 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme/Wartezeit eins tell en oder ver ändern B130/C 280/ - 2 @ 1\mod_1174639619097_32581.docx @ 33303 @  @ 1 
 

ディスプレイには、点滅するLEDに属する温度値「「「「TTTT」」」」、または時間値「「「「timetimetimetime」」」」が
表示されます。 
 

Pos : 59 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme/Wartezeit eins tell en oder ver ändern B130/B150/C 280 @ 7\mod_1234362060765_32581.docx @ 50269 @  @ 1 
 

温温された値を変更しない場合、スクロールキー で次の温度、または時時値にスクロールします。  

ディ スプレイにはデれデれの期期される値の単単が温温されます。  

- 期期される温度値 ℃℃℃℃/°F  

- 期期される時時値 h:min  

- 期期される勾勾入力 ℃℃℃℃/h:min  または°F/h:min  

値を変更する場合、 キーによっ て設定すること ができます。  

キーを軽く クリ ッ クすること で、値は または 分ずつ変化します1 °C 1 。  

 キーを押さえたままにすると、値は 単単で変化します10 。  

キーを長く 押さえたままにすると、値は 単単で変化します100 。  

例えば06:30ならば6 h und 30 minのよう に、時時の入力は時時と 分により ます。  

保保時時の入力が99:59の場合には、プログラムの進行が終わること なく 続きます。入力が終わるとプロ

グラムが開始できます（ プログラムスプートを参照） 。  

T3

wait time 3 time 4time 2time 1

T2

T1

時時 
セグセント を入1

力する 

温度 を入力する1  時時 
セグセント を入力2

する 

time 1 time 2T 1
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ランプの入力が00:00の場合、、、、制御は「 T」 に設定された温度にできるだけ早く 到到するよう に動作しま

す。  

60秒時キーの操作がなされない場合、温温は自動自に温度温温に移行します。変更された値はまず一時自

にのみ保保されます。変更された、または新新作新されたプログラムが度々 使使される場合には、制御器

に継続自に保保されなければなりません。「 プログラムを保保する」 を参照してく ださい。  

 

 参考参考参考参考 
すすてのセグセントをプログラミ ング化する必要はあり ません。  
必要と されないセグセントの温度値と 時時値は「 0」 に設定されます。  
制御器はプログラミ ングされた最最のセグセントの終終最に自動自に停停します。  

 
Pos : 60 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Wartezeit einstellen oder verändern B150/B180/P300/P310 @ 7\mod_1233926255573_32581.docx @ 49743 @ 2 @ 1 
 

6.3 待時間の設定、または変更待時間の設定、または変更待時間の設定、または変更待時間の設定、または変更 

待時間待時間待時間待時間 B 150 / B 180 / P 300 / P 310型型型型 

加熱プログラムを、例えば乾燥時間経過後など、後の時点で自動的にスタートさ

せる場合、待時間「Wait」をプログラミングすることができます。 

待時間を選択するにはするにはするにはするには  キーをLED が発光するまで何度も押してください

。 

時間の入力は時間数と分数によります。例えば6時間と30分の場合、06:30 となり

ます。つまり加熱プログラムがスタートすると、まず待時間が経過して、その後

でセグメント1と加熱動作が始まります。 
 

Pos : 61 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogrammier ung der  Extrafunkti onen B130/B150/C 280/C290/C295 @ 1\mod_1173260029266_32581.docx @ 33220 @ 2 @ 1 
 

6.4 特殊機能のプログラミング特殊機能のプログラミング特殊機能のプログラミング特殊機能のプログラミング 

「「「「CCCC型」型」型」型」と「「「「PPPP型」型」型」型」の制御器では、「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」と「「「「Extra 2Extra 2Extra 2Extra 2」」」」の2つの追加機能（特
殊機能）のオプションが、プログラム依存でセグメントに入れる／切ることがで
きます。 

特殊機能は例えば、排気バルブ、換気扇、磁気バルブ、視覚・音信号です。これ

らは炉と共にご注文いただけます（場合によっては特殊機能のための追加の取扱
説明書を参照してください）。 

これらの特殊機能はプログラム入力時に、すべてのセグメントにおいて例えば
「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」を「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」または「「「「Extra 2Extra 2Extra 2Extra 2」」」」キーの選択でプログラミングすること
ができます。 

つまり制御器がプログラミングされたセグメントで動作する時、特殊機能は自動

的に作動して、次に続くセグメントでは再び遮断されます。 

特殊機能のプログラミングはプログラム入力でなされます。 

希望のセグメントは「プログラム／待時間を設定する」のように選択されなけれ
ばなりません。それによって例えば「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」のような対応するLEDが点滅しま
す。 

「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」、」、」、」、または「「「「Extra 2Extra 2Extra 2Extra 2」」」」キーをクリックするとこのセグメントで特殊機能
がプログラミングされ、ディスプレイには「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」の代わりに「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」」」」、

wait
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「「「「Extra 2Extra 2Extra 2Extra 2」」」」の代わりに「「「「REL 2REL 2REL 2REL 2」」」」が発光します。プログラム進行中にはこのセグ
メント内では自動的にプログラミングされた特殊機能が作動します。 

特殊機能のプログラミングには再び「「「「ExtraExtraExtraExtra」」」」キーをクリックしてください。ディ
スプレイではステータスフィールドの「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」、」、」、」、または「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」」」」が消えます。
これによって特殊機能のスイッチはもう自動的に入りません。両方の特殊機能は

一緒に作動させることができます。 
 

 
図 14：セグメント「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」での「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」機能、LED「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」が点滅 
 

 

 
図 15：ディスプレイに「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」」」」が選択された「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」機能を発光 
 

 によりプログラムをスクロールすると、各セグメント（(「「「「timetimetimetime」」」」LED点滅 ）
内のプログラミングされた特殊機能が、ステータスフィールド「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」」」」、または

「「「「REL 2REL 2REL 2REL 2」」」」によってディスプレイに表示されます。ステータスフィールドが発光し
ない場合、特殊機能はプログラミングされていません。 
 

 参考参考参考参考 

特殊機能のプログラミングは、加熱プログラムの保存の際に共に保存されます！ 

 
Pos : 62 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogrammier ung der  Extrafunkti onen in „T3“ ( nur C  280) @ 1\mod_1174385526182_32581.docx @ 33285 @ 2 @ 1 
 

6.5 「「「「T3」での特殊機能のプログラミング（」での特殊機能のプログラミング（」での特殊機能のプログラミング（」での特殊機能のプログラミング（C 280型のみ）型のみ）型のみ）型のみ） 

「「「「T3T3T3T3」」」」での特殊機能のプログラミング（C 280型のみ）では、例えば炉を冷風で冷
却するために、特殊機能のスイッチがプログラム終了後にも入ったままです。 

プログラム進行中に「「「「T3T3T3T3」」」」によって自動的に特殊機能のスイッチが入った場合、
必要ならば手動で遮断されなければなりません。 
 

Pos : 63 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Extrafunkti onen i m Programmabl auf manuell ei n- und ausschalten @ 11\mod_1266244456772_32581.docx @ 72312 @ 2 @ 1 
 

6.6 特殊機能をプログラム進行中に手動で入れる／切る特殊機能をプログラム進行中に手動で入れる／切る特殊機能をプログラム進行中に手動で入れる／切る特殊機能をプログラム進行中に手動で入れる／切る 

特殊機能はスタートしたプログラムで作動中のセグメントのため、またはプログ

ラム終了後に、対応する「「「「 」」」」キーを押すことで入れる、または切ることが
できます。 

特殊機能の1つのスイッチが進行中のプログラムで入ると、プログラムに依存する

セグメントと後続するセグメントとが交替するまで、その特殊機能が作動し続け

time 1 T1

wait time 1
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ます。 
 

Pos : 64 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Hinweis - T as te P ca. 4 Sek. gedrückt hal ten bis der Hi nweis „ key„  i m Display ...  @ 11\mod_1266326637040_32581.docx @ 72386 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考    

型型型型の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ）））） キーを、ディスプレイの「keykeykeykey」温温が消えるまでおよデ4秒時押し続けます。

操作キーロックが解除されます。入力モードでおよデ30秒以内に入力または変更が行われない

場合には、このモードは自動自に終終します。ディスプレイに「key」が温温されます。操作キーロ

ックは再び有効になっています。 
 

 
Pos : 65 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme speicher n B130/B150/C 280 @ 7\mod_1234362375876_32581.docx @ 50285 @ 2 @ 1 
 

6.7 プログラムを保存するプログラムを保存するプログラムを保存するプログラムを保存する 

変更された設定はまず、一時保保されます。つまり、一時保保されたプログラムは、別のプログラムが呼

び出されると 上書きされます。変更された、または新しいプログラムを度々 使使するために継続自に制御

器に保保するには、次のよう にプログラムプレースに確定自に保保すること ができます。  

保保キー で確確してく ださい。ディ スプレイにはプログラム番番が現れます。  

番番は

+
-

キーによっ て希希のプログラム番番に変更すること ができます。  

保保キー

で新たに確確すること によっ て、プログラムは選選されたプログラムプレースに最終自に保保されます。  

 
 

 

図16： プログラムをプログラムプレースの 番に保保する9  

 
Pos : 66 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme speicher n B130/B150/C 280/C 290/C 295/P320 -  2 @ 1\mod_1174405559639_32581.docx @ 33293 @  @ 1 
 

プログラムはこの保存プレースから常に繰り返し呼び出すことができます（プロ
グラムスタートを参照）。 
 

 参考参考参考参考 

すでにプログラムプレースに保存されている加熱プログラムは、メッセージ／警 
告なしに上書きされます。保存された加熱プログラムは制御器のスイッチが遮断 
されたあともそのまま保存されます。設定された待時間は保存されません。各プ 
ロセス前に新しく設定されなければなりません。制御器は保存の際、保存キー  

 による2度目の確認がない場合、約10秒後に自動的に温度表示に戻ります。 

 
Pos : 67 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Vorei nges tellte Programme B 130/C  280 @ 1\mod_1174386532079_32581.docx @ 33288 @ 2 @ 1 
 

6.8 初期設定されたプログラム初期設定されたプログラム初期設定されたプログラム初期設定されたプログラム  B 130 / C 280型型型型 

次のプログラムは初期設定されていて即時スタートさせることができます。 

素焼きは陶土の焼成を、釉薬焼きは釉薬の焼成を意味します。 
 

 参考参考参考参考 

原料の製造元のデータと注記にご注意ください。それによっては初期設定されたプロ 

ラムにの変更や調整が必要になる場合もあります。初期設定されたプログラムによっ 

最適の結果が得られるかは、保証の限りではありません。設定された作業プログラム 

固有の目的のために上書きすることができます（「プログラム / 待時間を設定する」を 

+ +
� �
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照）。 

 

B 130B 130B 130B 130 

� T1T1T1T1 Time1Time1Time1Time1 T2T2T2T2 Time2Time2Time2Time2 Time3Time3Time3Time3 Time4Time4Time4Time4 T3T3T3T3  

P1P1P1P1 650 6:00 900 0:00 0:20 0:00 0 素焼き 

P2P2P2P2 500 3:00 1050 0:00 0:20 0:00 0 釉薬焼き 

 

C 280C 280C 280C 280 

� T1T1T1T1 Time1Time1Time1Time1 T2T2T2T2 Time2Time2Time2Time2 Time3Time3Time3Time3 Time4Time4Time4Time4 T3T3T3T3  

P1P1P1P1 650 3:00 900 0:00 0:20 0:00 0 素焼き 1 

P2P2P2P2 650 6:00 900 0:00 0:20 0:00 0 素焼き 2 

P3P3P3P3 650 5:00 1100 0:00 0:30 0:00 0 素焼き 3 

P4P4P4P4 320 2:00 1050 0:00 0:20 0:00 0 釉薬焼き 1 

P5P5P5P5 500 3:00 1050 0:00 0:20 0:00 0 釉薬焼き 2 

P6P6P6P6 500 3:00 1200 0:00 0:20 0:00 0 釉薬焼き 3 

P7P7P7P7        フリー 

P8P8P8P8        フリー 

P9P9P9P9        フリー 

 

 参考参考参考参考 

最高温度が比較的低い炉型では、上述のプログラムは出荷時設定での炉の最高温度 

調整されています。 

 
Pos : 68 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Progr amme aufrufen @ 1\mod_1174648969015_32581.docx @ 33304 @ 2 @ 1 
 

6.9 プログラムを呼び出すプログラムを呼び出すプログラムを呼び出すプログラムを呼び出す 
Pos : 69 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme aufr ufen B130/B150/C 280 @ 7\mod_1234362533901_32581.docx @ 50301 @  @ 1 
 

保保されたプログラムを

P
キーによっ て呼び出してく ださい。

+
-

キーによっ て希希するプログラム番番を選選して、プログラムを キーで制御してく ださい。  

 
 

 

図17： 加加プログラム を呼び出す9  

 
Pos : 70 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme aufr ufen (Hinwei s) B130/B150/B170/C 280/C 290/C 295/P320 -  2 @ 1\mod_1174407235343_32581.docx @ 33296 @  @ 1 
 
 

 参考参考参考参考 

スタートさせる前に、呼び出した加熱プログラムが正しい加熱プログラムかどう 
かを点検してください。バージョン3以降では加熱プログラムはプログラム終了 
後に復活します。つまりプロセス後に、加熱プログラムを新たに入力する必要な 

+ +
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くスタートさせることができます。制御器をいったん切ってから再びスイッチを 
入れ、バージョン番号を読み取ってください。 

 
 
Pos : 71 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogrammstart B130/B150/C280/C 290/C 295 @ 0\mod_1169026395783_32581.docx @ 32930 @ 2 @ 1 
 

6.10 プログラムスタートプログラムスタートプログラムスタートプログラムスタート 

加熱プログラムの入力、または呼び出し後、

start
stop

 キーによってスタートさせることができ

ます。 

バージョンバージョンバージョンバージョン3333以降：以降：以降：以降：炉温度がスタート時点で 「T1 」で設定された温度よりも高い場合には、

制御器はまず熱された炉の温度が最初のセグ 

メントの温度 「T1」にまで低下するのを待って、その後プロセス進行を始めます（「ナーバ

ザム制御器 

の新しい機能」の章も参照）。冷却した炉では加熱プログラムが即時スタートします。 

加熱プログラムがスタートすると、プログラム進行中に 「time 1」～「 time 4」の各アクティ

ブなセグメントのLEDが発光します。制御器は完全に自動的に設定された 

温度プロファイルを調整し、ステータスフィールド 「「「「heatheatheatheat」」」」が加熱サイクル中、発光します。 

待時間が設定されている場合、まずLED 「「「「waitwaitwaitwait」」」」が発光し、ディスプレイで残りの待時間

がカウントダウンされます。ステータスフィ 

ールド 「「「「heatheatheatheat」」」」がプログラムスタート時点からセグメント 「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」で発光します。最後のセ

グメントの工程後、加熱のスイッチが遮断されて、プログラム 

が終了します。ディスプレイにはプログラム終了が「「「「endendendend」」」」で表示されます。 
 

Pos : 72 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Hinweis - T as te start/s topp ca. 2 Sek. gedrückt halten @ 18\mod_1313408168640_32581.docx @ 127472 @  @ 1 
 

    

注意注意注意注意    

このボタンをこのボタンをこのボタンをこのボタンを        約約約約2222秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。    

 

 
Pos : 73 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogrammänder ung i m Programmablauf B130/B150/C280 @ 7\mod_1234362637073_32581.docx @ 50317 @ 2 @ 1 
 

6.11 プログラム進行中のプログラム変更プログラム進行中のプログラム変更プログラム進行中のプログラム変更プログラム進行中のプログラム変更 

プログラム進行中にプログラム変更を次のよう に設定すること ができます。  

スクロールキー

によっ て入力モードに移行します。クリ ッ クするクと に次に続く セグセント、または時時値が選選されま

す。選選された値はLED 「 T」 または「 time」 が点点して温温されます。  
 

ディ スプレイには点点するLED 
に属する温度値「 T」 または「 time」 が温温されます。保保時時は 分単単で5 、温度は各＋－/ 1℃/°F単

単でスでッ プ式に変更できます。温温された値が変更されない場合には、スクロールキー

によっ て次のセグセントまたは時時値にスクロールします。すすての温度値と 時時値、および特殊機能を

変更すること が可能です。例例は現現現作中のランプでのセグセント時時です。  

 

 参考参考参考参考 

プログラム動作の個々 の値の変更は で確確されなければなり ません。  
デう でない場合には変更が受け入れられません。作動中の保保時時セグセン 

トのみを変更する場合には、スクロールキー の選選なしに可能です。  

デれには、直接

+
-

キーで保保時時を 分単単のスでッ プ式で増やすか減ら5  
すかすること ができます。  
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特殊機能は開始したプログラムでセグセント作動中に、またはプログラム終終最に、対対する「 Extra」

キーを押すこと で入れる／切ること ができます。  

 
Pos : 74 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Hinweis - T as te P ca. 4 Sek. gedrückt hal ten bis der Hi nweis „ key„  i m Display ...  @ 11\mod_1266326637040_32581.docx @ 72386 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考    

型型型型の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ）））） キーを、ディスプレイの「keykeykeykey」温温が消えるまでおよデ4秒時押し続けます。

操作キーロックが解除されます。入力モードでおよデ30秒以内に入力または変更が行われない

場合には、このモードは自動自に終終します。ディスプレイに「key」が温温されます。操作キーロ

ックは再び有効になっています。 
 

 
Pos : 75 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogrammabbruch ( alle C ontroll er) @ 12\mod_1275037465904_32581.docx @ 76595 @ 2 @ 1 
 

6.126.126.126.12 プログラムの中断プログラムの中断プログラムの中断プログラムの中断    

プログラムを停止する時は再度キー  を操作します（このキーを約 4 秒間押し

続けます。) 

ヒーターが切られ、ディスプレーに  „end“  （エンド) メッセージが

表示されます。プログラムはいつでも停止できます。 

 

 参考 

プログラムを短時時中断することはできません。 

 
Pos : 76 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T astenverriegel ung B130/B150/C 280 @ 12\mod_1275037754703_32581.docx @ 76612 @ 2 @ 1 
 

6.13 キーボードロックキーボードロックキーボードロックキーボードロック 

 

うっかり・またはやってはいけない操作でプログラムの進行を変えないように 
プログラムの起動後 „キーロック“  でキーを継続的にロックできます (ディスプ 
イの記号が点滅します)。キーロックを解除するときは、制御器のスイッチを 
り、また入れると解除できます。プログラム進行中に炉の電源が落ちた場合 „電 
低下時の挙動“ をご参照ください。-> 任意のキーを押してエラーメッセージを了 
します。 

 
Pos : 77 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Infomenü B130/B150/C 280/C290/C 295 - 1 @ 0\mod_1169470892509_32581.docx @ 32976 @ 2 @ 1 
 

6.14 インフォメニュインフォメニュインフォメニュインフォメニュ 

インフォメニュによって現行のプログラムステータス、プログラムに関するイン
フォメーション、そしてエラーメッセージを読み取ることができます。 
 

 

「「「「InfoInfoInfoInfo」」」」キーを押すとインフォメニュが開きます。 
「「「「InfoInfoInfoInfo」」」」キーによって、炉温度が再び表示されるまですべてのインフォメニュをス 

クロールしてください。 

 
Pos : 78 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Infomenü B130/B150/C 280/C290/C 295/P320 - 2 (Pr,  SP, Pt, E, t t,OP,F1 ...  tA) @ 1\mod_1174894342983_32581.docx @ 33308 @  @ 1 
 

Pr 選択されたプログラム 

SP 目標温度値 

Pt 現行 / 最後のプログラムの進行時間（分） 

E 現行 / 最後のプログラムの電力消費量（kWh） 
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tt 動作時間数の計 

OP 加熱出力値（％） 

F1 エラー保存、最後のエラー 

F2 エラー保存、最後から2つ目のエラー 

Ht 現行 / 最後のプログラムの最高温度 

tA 炉最高温度 
Pos : 79 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Hinweis - D as  Infomenü wird nicht automatisch wi eder i n die Temper aturanzeige umgeschal tet, dami t . . @ 23\mod_1336029939238_32581.docx @ 156722 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

インフォメニュは長期的な観察が可能なように、温度表示に再び自動自動自動自動的に移行しま的に移行しま的に移行しま的に移行しま    

せんせんせんせん。 炉温度が再び表示されるまで炉温度が再び表示されるまで炉温度が再び表示されるまで炉温度が再び表示されるまで、「、「、「、「InfoInfoInfoInfo」」」」    キーによって、すべてのインフォメニュをスク

ロールしてください。数値のい 

くつかは加熱プログラムのス 

タート後に再びリセットされます。動作時間メーターの再設定はできません。 
 

 
Pos : 80 /=== Seitenumbruch === @ 0\mod_1158819844943_0.docx @ 34115 @  @ 1 
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Pos : 81 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Überschrift -  Contr oller B150/B180/P300/P310/P330 @ 7\mod_1234162979838_32581.docx @ 49781 @ 1 @ 1 
 

7 制御器制御器制御器制御器B 150/B 180/P 300/P 310/P 330型型型型 
Pos : 82 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Ü berschrift  - Kurzanl eitung B 150 @ 11\mod_1266318605125_32581.docx @ 72335 @ 2 @ 1 
 

7.1 クイックマニュアルクイックマニュアルクイックマニュアルクイックマニュアルB 150 
Pos : 83 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/C ontroller  ei nschalten B150/C290/C 295 ( V 04:04) @ 18\mod_1313482659038_32581.docx @ 127614 @  @ 1 
 

制御器のスイッ制御器のスイッ制御器のスイッ制御器のスイッ 
を入れるを入れるを入れるを入れる 

   
   
   

ディスプレイ              バージョン番号     温度表示 
例：制御器の型 

 
Pos : 84 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm aufrufen B130/B150/C280/C 290/C 295 @ 1\mod_1173193921396_32581.docx @ 33211 @  @ 1 
 

プログラムをプログラムをプログラムをプログラムを    呼呼呼呼    
び出すび出すび出すび出す 

                   

 

   プログラム選択を  で確認してください。 

 
Pos : 85 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm eing eben/kontrollier en B130/B150/C 280 @ 7\mod_1234361168010_32581.docx @ 50237 @  @ 1 
 

ププププロロロロググググララララムムムムをををを入入入入 
／／／／制制制制御御御御すすすするるるる 

                                                                                . . . 

 

 
Pos : 86 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm s tar ten B130/B150/B170/B180/C 280/C 290/C295/P230/P330 @ 1\mod_1173194624787_32581.docx @ 33213 @  @ 1 
 

プログラムをプログラムをプログラムをプログラムを    スススス    
タートするタートするタートするタートする 

                      

ディスプレイ 

 
Pos : 87 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Hinweis - T as te start/s topp ca. 2 Sek. gedrückt halten @ 18\mod_1313408168640_32581.docx @ 127472 @  @ 1 
 

    

注意注意注意注意    

このボタンをこのボタンをこのボタンをこのボタンを        約約約約2222秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。    

 

 
Pos : 88 /=== Seitenumbruch === @ 0\mod_1158819844943_0.docx @ 34115 @  @ 1 
 
  

時時 
セグセント を入1

力する 

温度 を入力する1  時時 
セグセント を入力2

する 

27x12,7

ディスプレイ 

U   04:04

time 1 time 2T 1
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Pos : 89 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Ü berschrift  - Kurzanl eitung B180/P300/P310/P330 @ 11\mod_1266318687842_32581.docx @ 72352 @ 2 @ 1 
 

7.2 クイックマニュアルクイックマニュアルクイックマニュアルクイックマニュアルB 180/P 300/P 310/P 330 
Pos : 90 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/C ontroller  ei nschalten B180/P300/P310/P330 (V 04:04) @ 18\mod_1313482746702_32581.docx @ 127637 @  @ 1 
 

制御器のスイッチ制御器のスイッチ制御器のスイッチ制御器のスイッチ    

入れる入れる入れる入れる       

ディスプレイ    バージョン番号   温度表示 

 
Pos : 91 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm eing eben-Startzeit eing eben-star t- B180/P330 @ 5\mod_1209462365500_32581.docx @ 36241 @  @ 1 
 

  

待時間を入待時間を入待時間を入待時間を入    

力する力する力する力する 

             

  

 

 

  

 

プログラムを入プログラムを入プログラムを入プログラムを入    

力する力する力する力する    

                                           

  

 

 

入力を  で確認してください。 

 

 
Pos : 92 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm s tar ten B130/B150/B170/B180/C 280/C 290/C295/P230/P330 @ 1\mod_1173194624787_32581.docx @ 33213 @  @ 1 
 

プログラムをプログラムをプログラムをプログラムを    スススス    
タートするタートするタートするタートする 

                      

ディスプレイ 

 
Pos : 93 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Hinweis - T as te start/s topp ca. 2 Sek. gedrückt halten @ 18\mod_1313408168640_32581.docx @ 127472 @  @ 1 
 

    

注意注意注意注意    

このボタンをこのボタンをこのボタンをこのボタンを        約約約約2222秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。    

 

 
Pos : 94 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/T ag/Uhrzeit eins tell en und anzeigen P330 @ 5\mod_1209471331954_32581.docx @ 36305 @ 2 @ 1 
 

7.3 日付・時刻を設定する日付・時刻を設定する日付・時刻を設定する日付・時刻を設定する / 表示する表示する表示する表示する  P 330型型型型 

P 330型には実時間時計が備わり、出荷時にすでに設定されています。時計は  キー

をクリックすることで表示されます。時刻が正しく表示されない場合、次の手順で時 

計を合わせることができます。時計の設定は、曜日と時刻の数字の組み合わせによりま 

す。曜日の設定は、数字の組み合わせの最初の数字にあたります。各曜日が次のよう 

に数字で表されます。 

1=月、2=火、3=水、4=木、5=金、6=土、7=日 

時刻の入力は数字の組み合わせの最後の4桁になります。 

27x12,7

wait

 

ディスプレ

イ 

温度1を入力する セグメント1の 

時間を入力 
セグメント2の

時間を入力 

U   04:04

待時間を入力する 

入力を  で確認する 
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例えば、0735は7:35を表し、1700は17:00を表します。 

（例）日時を設定する 水曜（3）7:35 
 

 

図18：日時の設定の例 

 キーをクリックすると日時が保存されます。このデータはいつでもアイコンキー   

で呼び出すことができます。 

この時計は実時間時計です。つまりスイッチが遮断された制御器でも、内蔵のバッテリー 

で進行します。バッテリーの寿命は約3年です。バッテリーの交換時に保存されたデータ（ 

設定された時刻）が消去します。バッテリーのタイプは「技術仕様」の章を参照してくださ 

い。 

時刻は24時間制でのみ入力と表示ができます。つまり12am/pmの表示は不可能です。 

制御器は時計の設定後、完全な動作の準備が整います。 
 

Pos : 95 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme ei nstellen oder veränder n B150/B180 @ 7\mod_1234163504356_32581.docx @ 49797 @ 2 @ 1 
 

7.4 プログラムを設定する／変更するプログラムを設定する／変更するプログラムを設定する／変更するプログラムを設定する／変更する 

炉の自動動作のためには、制御器スタートさせる前に温度曲線が設定されなけれ

ばなりません。温度曲線は希望の温度変化の進行を表します。設定されたこの温

度変化は加熱プログラムとも呼ばれます。 
 

B 150/B 180型型型型 

B 150/B 180型での加熱プログラムには、1つのランプと1つの保持時間とがありま

す。 
 

 

図19： プログラム図式 B 150/B 180型 
 

• ランプではセグメント温度「T」と例えば「time 1」のセグメント時間によっ

て、線的な温度上昇（ゆっくりと加熱する）が設定されます。 

• 例えば「time 2」の保持時間では、「T 1」で設定された温度値がどれだけ長

く保持されるかが設定されます。 
 

プログラム入力プログラム入力プログラム入力プログラム入力 B 150/B 180 

スクロールキー  によって入力モードに入ることができます。次に続くセグメン

ト、または時間値がその度にクリックすることで選択されます。選択された値は

それぞれ「T」または「time」がLED で発光して表示されます。 
 

Pos : 96 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Programm eing eben/kontrollier en B130/B150/C 280 @ 7\mod_1234361168010_32581.docx @ 50237 @  @ 1 
 

ププププロロロロググググララララムムムムをををを入入入入 
／／／／制制制制御御御御すすすするるるる 

                                                                                . . . 

 

wait time 2time 1

T1

時時 
セグセント を入1

力する 

温度 を入力する1  時時 
セグセント を入力2

する 

time 1 time 2T 1
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Pos : 97 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Kurzanl eitung/Hi nweis  - Bei m C ontroller B180 erfolgt di e Eingabe der Werte über den Z ahl enbl ock @ 18\mod_1313485557613_32581.docx @ 127673 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

B 180B 180B 180B 180型型型型の制御器の値の入力は、数字ブロック数字ブロック数字ブロック数字ブロック を通して行われます。 

 
Pos : 98 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme/Wartezeit eins tell en oder ver ändern B130/B150/C 280/C 290/C295 - 2 @ 1\mod_1174639305804_32581.docx @ 33302 @  @ 1 
 

ディスプレイには、属するセグメントブロック AAAA----IIII 、および点滅するLEDに属する
温度値「「「「TTTT」」」」、または時間値「「「「timetimetimetime」」」」が表示されます。 
 

Pos : 99 /TD/Betrieb_Bedi enung/Contr oller/B150/B130/B170/C 280/C290/C295/P320/Pr ogramme/Wartezeit eins tell en oder ver ändern B130/B150/C 280 @ 7\mod_1234362060765_32581.docx @ 50269 @  @ 1 
 

温温された値を変更しない場合、スクロールキー で次の温度、または時時値にスクロールします。  

ディ スプレイにはデれデれの期期される値の単単が温温されます。  

- 期期される温度値 ℃℃℃℃/°F  

- 期期される時時値 h:min  

- 期期される勾勾入力 ℃℃℃℃/h:min  または°F/h:min  

値を変更する場合、 キーによっ て設定すること ができます。  

キーを軽く クリ ッ クすること で、値は または 分ずつ変化します1 °C 1 。  

 キーを押さえたままにすると、値は 単単で変化します10 。  

キーを長く 押さえたままにすると、値は 単単で変化します100 。  

例えば06:30ならば6 h und 30 minのよう に、時時の入力は時時と 分により ます。  

保保時時の入力が99:59の場合には、プログラムの進行が終わること なく 続きます。入力が終わるとプロ

グラムが開始できます（ プログラムスプートを参照） 。  

ランプの入力が00:00の場合、、、、制御は「 T」 に設定された温度にできるだけ早く 到到するよう に動作しま

す。  

60秒時キーの操作がなされない場合、温温は自動自に温度温温に移行します。変更された値はまず一時自

にのみ保保されます。変更された、または新新作新されたプログラムが度々 使使される場合には、制御器

に継続自に保保されなければなりません。「 プログラムを保保する」 を参照してく ださい。  

 

 参考参考参考参考 
すすてのセグセントをプログラミ ング化する必要はあり ません。  
必要と されないセグセントの温度値と 時時値は「 0」 に設定されます。  
制御器はプログラミ ングされた最最のセグセントの終終最に自動自に停停します。  

 
Pos : 100 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Kurzanleitung/Pr ogramm eingeben/kontr ollieren P300/P310/P330 @ 7\mod_1234164091088_32581.docx @ 49813 @  @ 1 
 

P 300 / P 310/P 330型型型型 

 P 300 / P 310/P 330型の9つの加熱プログラムのそれぞれには、20のランプと20の保

持時間（つまり40のセグメント）があり、それらはセグメントブロック A～～～～I によ

ってつながり合っています。 



 

30 

 
 

 

図20：プログラム図式 P 300 / P 310/P 330型 
 

プログラムを入力プログラムを入力プログラムを入力プログラムを入力

／／／／ 
制御する制御する制御する制御する                                                                           . . . 

 

 
Pos : 101 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programme/Wartezeit  ei nstellen oder ver änder n B130/B150/C280/C 290/C 295 -  2 @ 1\mod_1174639305804_32581.docx @ 33302 @  @ 1 
 

ディスプレイには、属するセグメントブロック AAAA----IIII 、および点滅するLEDに属する
温度値「「「「TTTT」」」」、または時間値「「「「timetimetimetime」」」」が表示されます。 
 

Pos : 102 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programme/Wartezeit  ei nstellen oder ver änder n B180/P300/P310/P330 - 3 @ 7\mod_1234165962141_32581.docx @ 49829 @  @ 1 
 

表示された値を変更しない場合、スクロールキー で次の温度、または時間値に

スクロールします。 

ディスプレイにはそれぞれの期待される値の単位が表示されます。 

- 期待される温度値 ℃℃℃℃/°F  

- 期待される時間値 h:min  

- 期待される勾配入力 ℃℃℃℃/h:min または 
°F/h:min  

値を変更する場合、数字ブロック で設定することができます。 

例えば06:30ならば6 h und 30 minのように、時間の入力は時刻と分によります。 

保持時間の入力が99:59の場合には、プログラムの進行が終わることなく続きます

。入力が終わるとプログラムが開始できます（プログラムスタートを参照）。 

ランプの入力が00:00の場合、、、、制御は「T」に設定された温度にできるだけ早く到

達するように動作します。 

60秒間キーの操作がなされない場合、表示は自動的に温度表示に移行します。変

更された値はまず一時的にのみ保存されます。変更された、または新規作成され

たプログラムが度々使用される場合には、制御器に確定的に保存されなければな

りません。「プログラムを保存する」を参照してください。 

 

 参考参考参考参考 

すべてのセグメントをプログラミング化する必要はありません。 
必要とされないセグメントの温度値と時間値は「0」に設定されます。 
制御器はプログラミングされた最後のセグメントの終了後に自動的に停止します

。 

 

wait time 3 time 3 time 3time 4 time 4 time 4time 2 time 2 time 2time 1 time 1 time 1

T1

T1

T1

T2

T2

T2

時間 セグメント

1 を入力する 
温度 1 を入

力する 
時間 セグメン

ト2 を入力する 

time 1 time 2T 1
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Pos : 103 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Hi nweis - Di e Ver wendung eines R ampenseg ments als H altezei t ist  nicht zul ässig. @ 18\mod_1313480733129_32581.docx @ 127545 @  @ 1 
 

 注意注意注意注意    

停止タイムにランプセグメントを使用しないでください。停止タイムにランプセグメントを使用しないでください。停止タイムにランプセグメントを使用しないでください。停止タイムにランプセグメントを使用しないでください。    

停止が連続すると、ランプの継続時間の値が(0)になります。停止が連続すると、ランプの継続時間の値が(0)になります。停止が連続すると、ランプの継続時間の値が(0)になります。停止が連続すると、ランプの継続時間の値が(0)になります。    

 

 
Pos : 104 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Wartezei t eins tell en oder ver ändern B150/B180/P300/P310 @ 7\mod_1233926255573_32581.docx @ 49743 @ 2 @ 1 
 

7.5 待時間の設定、または変更待時間の設定、または変更待時間の設定、または変更待時間の設定、または変更 

待時間待時間待時間待時間 B 150 / B 180 / P 300 / P 310型型型型 

加熱プログラムを、例えば乾燥時間経過後など、後の時点で自動的にスタートさ

せる場合、待時間「Wait」をプログラミングすることができます。 

待時間を選択するにはするにはするにはするには  キーをLED が発光するまで何度も押してください

。 

時間の入力は時間数と分数によります。例えば6時間と30分の場合、06:30 となり

ます。つまり加熱プログラムがスタートすると、まず待時間が経過して、その後

でセグメント1と加熱動作が始まります。 
 

Pos : 105 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Startzeit einstellen oder verändern P 330 @ 5\mod_1209473804268_32581.docx @ 36378 @ 2 @ 1 
 

7.6 スタート時間を設定するスタート時間を設定するスタート時間を設定するスタート時間を設定する / 変更する変更する変更する変更する 

スタート時間スタート時間スタート時間スタート時間        P 330P 330P 330P 330型型型型 

加熱プログラムを例えば乾燥時間後など、後の時点で自動的にスタートさせる場合、7日 

間の前設定時計によって待時間をプログラミングすることができます。 

待時間を選択するには  キーをクリックしてください。LED 「 」 が点滅します。 

日時の設定は、曜日と時刻の数字の組み合わせによってなされます。曜日は数字の組 

み合わせの最初の数字です。各曜日は一定の数字で表されます。 

1=月、2=火、3=水、4=4=4=4=木木木木、5=金、6=土、7=日 

時刻の入力は数字の組み合わせの後の4桁で行われます。 

例えば0800080008000800は8:008:008:008:00、1800は18:00などです。 

「日付け / 時刻の設定と表示」も参照してください。 
 

（例）プログラムを木曜日の08:00にスタートする 
 

 

図21：待時間の入力                                      表示（ディスプレイ） 

 参考参考参考参考 

入力が間違った場合：待時間機能を  キーをクリックして終了してください。待時間の

選択 / 修正のために、あらためて  キーを押してください。 

 

wait

wait

d = day = 曜日 
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Pos : 106 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programmi erung der Extr afunktionen B130/B150/C 280/C 290/C 295 @ 1\mod_1173260029266_32581.docx @ 33220 @ 2 @ 1 
 

7.7 特殊機能のプログラミング特殊機能のプログラミング特殊機能のプログラミング特殊機能のプログラミング 

「「「「CCCC型」型」型」型」と「「「「PPPP型」型」型」型」の制御器では、「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」と「「「「Extra 2Extra 2Extra 2Extra 2」」」」の2つの追加機能（特
殊機能）のオプションが、プログラム依存でセグメントに入れる／切ることがで
きます。 

特殊機能は例えば、排気バルブ、換気扇、磁気バルブ、視覚・音信号です。これ
らは炉と共にご注文いただけます（場合によっては特殊機能のための追加の取扱

説明書を参照してください）。 

これらの特殊機能はプログラム入力時に、すべてのセグメントにおいて例えば
「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」を「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」または「「「「Extra 2Extra 2Extra 2Extra 2」」」」キーの選択でプログラミングすること
ができます。 

つまり制御器がプログラミングされたセグメントで動作する時、特殊機能は自動
的に作動して、次に続くセグメントでは再び遮断されます。 

特殊機能のプログラミングはプログラム入力でなされます。 

希望のセグメントは「プログラム／待時間を設定する」のように選択されなけれ
ばなりません。それによって例えば「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」のような対応するLEDが点滅しま
す。 

「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」、」、」、」、または「「「「Extra 2Extra 2Extra 2Extra 2」」」」キーをクリックするとこのセグメントで特殊機能

がプログラミングされ、ディスプレイには「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」の代わりに「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」」」」、
「「「「Extra 2Extra 2Extra 2Extra 2」」」」の代わりに「「「「REL 2REL 2REL 2REL 2」」」」が発光します。プログラム進行中にはこのセグ
メント内では自動的にプログラミングされた特殊機能が作動します。 

特殊機能のプログラミングには再び「「「「ExtraExtraExtraExtra」」」」キーをクリックしてください。ディ
スプレイではステータスフィールドの「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」、」、」、」、または「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」」」」が消えます。
これによって特殊機能のスイッチはもう自動的に入りません。両方の特殊機能は

一緒に作動させることができます。 
 

 
図 22：セグメント「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」での「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」機能、LED「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」が点滅 
 

 

 
図 23：ディスプレイに「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」」」」が選択された「「「「Extra 1Extra 1Extra 1Extra 1」」」」機能を発光 
 

 によりプログラムをスクロールすると、各セグメント（(「「「「timetimetimetime」」」」LED点滅 ）
内のプログラミングされた特殊機能が、ステータスフィールド「「「「REL 1REL 1REL 1REL 1」」」」、または

「「「「REL 2REL 2REL 2REL 2」」」」によってディスプレイに表示されます。ステータスフィールドが発光し
ない場合、特殊機能はプログラミングされていません。 

time 1 T1

wait time 1
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 参考参考参考参考 

特殊機能のプログラミングは、加熱プログラムの保存の際に共に保存されます！ 

 
Pos : 107 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programmi erung der Extr afunktionen (T aste Extr a 1) P 330 @ 5\mod_1216735363604_32581.docx @ 40177 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

P330型では特殊リレー回路1が警報ブザーに接続されています。つまり、特殊機 

能1が作動すると警報ブザーが鳴ります。特殊機能1の作動が停止すると警報ブ 

ザームは鳴りやみます。 

 
Pos : 108 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Extr afunktionen im Pr ogrammablauf manuell ein- und ausschalten @ 11\mod_1266244456772_32581.docx @ 72312 @ 2 @ 1 
 

7.8 特殊機能をプログラム進行中に手動で入れる／切る特殊機能をプログラム進行中に手動で入れる／切る特殊機能をプログラム進行中に手動で入れる／切る特殊機能をプログラム進行中に手動で入れる／切る 

特殊機能はスタートしたプログラムで作動中のセグメントのため、またはプログ

ラム終了後に、対応する「「「「 」」」」キーを押すことで入れる、または切ることが
できます。 

特殊機能の1つのスイッチが進行中のプログラムで入ると、プログラムに依存する
セグメントと後続するセグメントとが交替するまで、その特殊機能が作動し続け

ます。 
 

Pos : 109 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Hi nweis - T aste P ca. 4 Sek. g edr ückt halten bis  der Hi nweis  „key„ i m Displ ay . .. @ 11\mod_1266326637040_32581.docx @ 72386 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考    

型型型型の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ）））） キーを、ディスプレイの「keykeykeykey」温温が消えるまでおよデ4秒時押し続けます。

操作キーロックが解除されます。入力モードでおよデ30秒以内に入力または変更が行われない

場合には、このモードは自動自に終終します。ディスプレイに「key」が温温されます。操作キーロ

ックは再び有効になっています。 
 

 
Pos : 110 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programme speichern B180/P300/P310/P330- 1 @ 7\mod_1234167125891_32581.docx @ 49845 @ 2 @ 1 
 

7.9 プログラムを保存するプログラムを保存するプログラムを保存するプログラムを保存する 

変更された設定はまず一時保存されます。つまり、一時保存されたプログラムは

、別のプログラムが呼び出されると上書きされます。変更された、または新規作

成のプログラムを度々使用するために制御器に継続的に保存するには、次のよう

にプログラムプレースに確定的に保存することができます。 

保存キー をクリックしてください。ディスプレイにはプログラム番号が現れま

す。 

番号は数字ブロック によって希望のプログラム番号に変更することができます

。 

保存キー を新たにクリックすることによって、プログラムは選択されたプログ

ラムプレースに最終的に保存されます。 
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図24：プログラムプレースの9番にプログラムを保存する 

 
Pos : 111 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programme speichern B150 - 2 @ 0\mod_1169025134357_32581.docx @ 32927 @  @ 1 
 
 

 

図 25：プログラムの例 B 150型 

 
Pos : 112 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programme speichern B130/B150/C  280/C 290/C 295/P320 - 2 @ 1\mod_1174405559639_32581.docx @ 33293 @  @ 1 
 

プログラムはこの保存プレースから常に繰り返し呼び出すことができます（プロ
グラムスタートを参照）。 
 

 参考参考参考参考 

すでにプログラムプレースに保存されている加熱プログラムは、メッセージ／警 
告なしに上書きされます。保存された加熱プログラムは制御器のスイッチが遮断 
されたあともそのまま保存されます。設定された待時間は保存されません。各プ 

ロセス前に新しく設定されなければなりません。制御器は保存の際、保存キー  

 による2度目の確認がない場合、約10秒後に自動的に温度表示に戻ります。 

 
Pos : 113 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Ü berschrif t - Programme aufrufen @ 1\mod_1174648969015_32581.docx @ 33304 @ 2 @ 1 
 

7.10 プログラムを呼び出すプログラムを呼び出すプログラムを呼び出すプログラムを呼び出す 
Pos : 114 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programme aufrufen B180/P300/P310/P330 - 1 @ 7\mod_1234170062513_32581.docx @ 49865 @  @ 1 
 

保存されたプログラムを

P
キーで呼び出してください。数字ブロック で希望の

プログラム番号を選択して、 キーでプログラムを制御してください。 

 
 

 

図26：加熱プログラム9を呼び出す 

 
Pos : 115 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programme aufrufen (Hinweis) B130/B150/B170/C280/C290/C 295/P320 - 2 @ 1\mod_1174407235343_32581.docx @ 33296 @  @ 1 
 
 

 参考参考参考参考 

スタートさせる前に、呼び出した加熱プログラムが正しい加熱プログラムかどう 
かを点検してください。バージョン3以降では加熱プログラムはプログラム終了 
後に復活します。つまりプロセス後に、加熱プログラムを新たに入力する必要な 
くスタートさせることができます。制御器をいったん切ってから再びスイッチを 

入れ、バージョン番号を読み取ってください。 

� �
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Pos : 116 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programmstar t B130/B150/C 280/C290/C 295 @ 0\mod_1169026395783_32581.docx @ 32930 @ 2 @ 1 
 

7.11 プログラムスタートプログラムスタートプログラムスタートプログラムスタート 

加熱プログラムの入力、または呼び出し後、

start
stop

 キーによってスタートさせることができ

ます。 

バージョンバージョンバージョンバージョン3333以降：以降：以降：以降：炉温度がスタート時点で 「T1 」で設定された温度よりも高い場合には、

制御器はまず熱された炉の温度が最初のセグ 

メントの温度 「T1」にまで低下するのを待って、その後プロセス進行を始めます（「ナーバ

ザム制御器 

の新しい機能」の章も参照）。冷却した炉では加熱プログラムが即時スタートします。 

加熱プログラムがスタートすると、プログラム進行中に 「time 1」～「 time 4」の各アクティ

ブなセグメントのLEDが発光します。制御器は完全に自動的に設定された 

温度プロファイルを調整し、ステータスフィールド 「「「「heatheatheatheat」」」」が加熱サイクル中、発光します。 

待時間が設定されている場合、まずLED 「「「「waitwaitwaitwait」」」」が発光し、ディスプレイで残りの待時間

がカウントダウンされます。ステータスフィ 

ールド 「「「「heatheatheatheat」」」」がプログラムスタート時点からセグメント 「「「「time 1time 1time 1time 1」」」」で発光します。最後のセ

グメントの工程後、加熱のスイッチが遮断されて、プログラム 

が終了します。ディスプレイにはプログラム終了が「「「「endendendend」」」」で表示されます。 
 

Pos : 117 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Hi nweis - T aste s tart /stopp ca. 2 Sek. gedrückt halten @ 18\mod_1313408168640_32581.docx @ 127472 @  @ 1 
 

    

注意注意注意注意    

このボタンをこのボタンをこのボタンをこのボタンを        約約約約2222秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。秒押し続けてください。    

 

 
Pos : 118 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programmänderung i m Programmabl auf B180/P300/P310/P330 @ 11\mod_1264148388985_32581.docx @ 71042 @ 2 @ 1 
 

7.12 プログラム進行中のプログラム変更プログラム進行中のプログラム変更プログラム進行中のプログラム変更プログラム進行中のプログラム変更 

プログラム進行中にプログラム変更を次のように設定することができます。 

スクロールキー によって入力モードに移行します。 

スクロールキー をクリックするクとに次に続くセグセント、または時時値が選選されます。選選さ

れた値はLED 「TTTT」または「timetimetimetime」が点点して温温されます。 

 

ディスプレイには点点するLEDに属する温度値「TTTT」または時時値「timetimetimetime」が温温されます。保保

時時は1分単単で、温度は各＋/－1°C /°F単単で変更できます。温温された値を変更し

ない場合には、スクロールキー によって次のセグセントまたは時時値にスクロールします。すす

ての温度値と時時値、および特殊機能を変更することが可能です。例例： 現現アクでィブなラン

プでのセグセント時時。 

プログラム動作の個々の値の変更は、 で確確されなければなりません。デうでない場合には

変更が受け入れられません。 

キーによりキーボードロックを解除した最、特殊機能は開始したプログラムでセグセント作動

中に、またはプログラム終終最に、対対する「ExtraExtraExtraExtra」キーを押すことで入れる／切ることができま

す。 

 
Pos : 119 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Hi nweis - T aste P ca. 4 Sek. g edr ückt halten bis  der Hi nweis  „key„ i m Displ ay . .. @ 11\mod_1266326637040_32581.docx @ 72386 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考    

型型型型の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ）））） キーを、ディスプレイの「keykeykeykey」温温が消えるまでおよデ4秒時押し続けます。

操作キーロックが解除されます。入力モードでおよデ30秒以内に入力または変更が行われない

場合には、このモードは自動自に終終します。ディスプレイに「key」が温温されます。操作キーロ

ックは再び有効になっています。 
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Pos : 120 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Kurze Progr amm-U nterbr echung P330 @ 5\mod_1209475952799_32581.docx @ 36394 @ 2 @ 1 
 

7.13 プログラムの短い中断プログラムの短い中断プログラムの短い中断プログラムの短い中断  P 330型型型型 

プログラムの進行を、例えば試料の取り出し、または搬入のために炉扉を開ける時など、

一時短く中断するためには 「「「「pausepausepausepause」」」」キーキーキーキー     を押してください。「「「「start/stopstart/stopstart/stopstart/stop」」」」キー   

とは異なり、加熱は遮断されますが、プログラムはリセットされません（標準データを保ち

ます）。プログラムは 「「「「start/stopstart/stopstart/stopstart/stop」」」」キー  によって、最後に作動したセグメントで、この

セグメント内で経過した時間が配慮された上 

で続行します。 

炉扉が中断機能を使わずに開けられた場合、調整器は直ちに温度低下に反応して、扉 

が閉まると加熱を始めます。結果として炉内温度の変化に強度の振幅が生じることがあ 

ります（炉の取扱説明書の「安全性」も参照してください）。 

 
Pos : 121 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programmabbr uch (all e Contr oller) @ 12\mod_1275037465904_32581.docx @ 76595 @ 2 @ 1 
 

7.147.147.147.14 プログラムの中断プログラムの中断プログラムの中断プログラムの中断    

プログラムを停止する時は再度キー  を操作します（このキーを約 4 秒間押し

続けます。) 

ヒーターが切られ、ディスプレーに  „end“  （エンド) メッセージが

表示されます。プログラムはいつでも停止できます。 

 

 参考 

プログラムを短時時中断することはできません。 

 
Pos : 122 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Tas te Segmentsprung (Ski p) P300/P310/P330 @ 7\mod_1234171361168_32581.docx @ 49897 @ 2 @ 1 
 

7.15 セグメントスキップキー（セグメントスキップキー（セグメントスキップキー（セグメントスキップキー（P 300 / P 310 / P 330型のみ）型のみ）型のみ）型のみ） 

キーによって、現行のセグメントを次のように短縮、または促進することがで

きます。 

ランプでのセグメントスキップランプでのセグメントスキップランプでのセグメントスキップランプでのセグメントスキップ 

プログラムがランプにある時、 キーによって対応するランプ時（例えば「time 
1」または「time 3」)が０設定になります。それによって制御器は最大効率と最大

勾配で可能な限り早くセグメント温度「T」に達するように動作します。セグメン

ト温度に達するとセグメントが移行します。 

保持時間でのセグメントスキップ保持時間でのセグメントスキップ保持時間でのセグメントスキップ保持時間でのセグメントスキップ 

「セグメントスキップ」キーを保持時間中（例えば「time 2」または「time 4」等

々）にクリックすると、保持時間は即時終了して、制御器はすぐに後続するセグ

メントにスキップします。 
Pos : 123 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Hi nweis - T aste P ca. 4 Sek. g edr ückt halten bis  der Hi nweis  „key„ i m Displ ay . .. @ 11\mod_1266326637040_32581.docx @ 72386 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考    

型型型型の場合のみの場合のみの場合のみの場合のみ）））） キーを、ディスプレイの「keykeykeykey」温温が消えるまでおよデ4秒時押し続けます。

操作キーロックが解除されます。入力モードでおよデ30秒以内に入力または変更が行われない

場合には、このモードは自動自に終終します。ディスプレイに「key」が温温されます。操作キーロ

ックは再び有効になっています。 
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Pos : 124 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Tas te Heizkr eise nur P 310 @ 7\mod_1234171486911_32581.docx @ 49913 @ 2 @ 1 
 

7.16 加熱領域キー（加熱領域キー（加熱領域キー（加熱領域キー（P 310型のみ）型のみ）型のみ）型のみ） 
 

キーによって、個々のプロセスに即して加熱の出力値を調整することができま

す。制御器には2つの加熱出力が備わっています。両方の出力値を選択的に減少さ

せることにより、その比例を様々に設定することが可能です。出荷時には両方の

加熱出力が100％に設定されています。 

キーをクリックすることで、まず表式に設定された比例が表示されます。 数字

ブロック によってこの比例を変化させることができます。 

 

 

図27：加熱領域の比例の設定 
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（例）（例）（例）（例） 

1)「200」の設定では、炉は出力1（A1）を通してのみ加熱されます。例えば溶解

の目的で炉を使用する際、側面および床面加熱を遮断して、天井部の加熱のみを

動作させる場合です。減少した加熱出力値での動作では、炉が型名ラベルに表記

された最高温度に達しないことに注意を払ってください！ 

2)「100」の設定では、炉は例えば陶土やセラミックの焼成のように均一な温度分

布を図るため、両方の加熱出力で減少なく動作します。 

3)「0」の設定では、炉は例えば溶解炉の天井部の加熱が遮断されます。炉は出力2
（A2 ）に接続する、例えば側面と床面で加熱されます（炉の説明を参照）。炉が

減少した加熱出力値で動作し、場合によっては型名ラベルに表記された最高温度

に達しないことに注意を払ってください！出力値の設定はプロセスに依存するた

め、これらの設定は直接加熱プログラムに保存することができます。まず説明の

ように加熱プログラムを入力して、それから キーをクリックして加熱出力の比

例を入力してください。加熱プログラムの保存により、設定された出力値を含む

総合のプログラミングを、プログラムメモリーに割当てることができます（「プ

ログラムを保存する」も参照）。その上、出力値の設定は、 の操作により制御

、または変更が可能です。30秒内に例えば数字ブロック による入力がない場合

、ディスプレイは温度表示にもどります。 

 

 参考参考参考参考 

炉の取扱説明書で、（（（（A1）と（）と（）と（）と（A2）の出力）の出力）の出力）の出力がどちらの 
加熱領域に属しているかを見てください。2つの加熱領域を持つ炉 
では基本的に出力出力出力出力1が上面の、出力出力出力出力2が下面の加熱領域を表します。 
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Pos : 125 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Infomenü B130/B150/C 280/C 290/C295 - 1 @ 0\mod_1169470892509_32581.docx @ 32976 @ 2 @ 1 
 

7.17 インフォメニュインフォメニュインフォメニュインフォメニュ 

インフォメニュによって現行のプログラムステータス、プログラムに関するイン
フォメーション、そしてエラーメッセージを読み取ることができます。 
 

 

「「「「InfoInfoInfoInfo」」」」キーを押すとインフォメニュが開きます。 
「「「「InfoInfoInfoInfo」」」」キーによって、炉温度が再び表示されるまですべてのインフォメニュをス 
クロールしてください。 

 
Pos : 126 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Infomenü B130/B150/C 280/C 290/C295/P320 - 2 (Pr, SP, Pt,  E, tt ,OP,F 1 . .. tA) @ 1\mod_1174894342983_32581.docx @ 33308 @  @ 1 
 

Pr 選択されたプログラム 

SP 目標温度値 

Pt 現行 / 最後のプログラムの進行時間（分） 

E 現行 / 最後のプログラムの電力消費量（kWh） 

tt 動作時間数の計 

OP 加熱出力値（％） 

F1 エラー保存、最後のエラー 

F2 エラー保存、最後から2つ目のエラー 

Ht 現行 / 最後のプログラムの最高温度 

tA 炉最高温度 
Pos : 127 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Infomenü P310 - 2 (H 1, H 2) @ 23\mod_1336032179770_32581.docx @ 156747 @  @ 1 
 

H1 現在の加熱力 単位% - 1. 加熱回路 

H2 現在の加熱力 単位% - 2. 加熱回路 

 

 
Pos : 128 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Hi nweis zu -  Infomenü P310 - 2 (H 1, H 2) - Di e F unktion „ OP“ wir d bei m C ontroll er P 310 .. . @ 23\mod_1336032926642_32581.docx @ 156772 @  @ 1 
 
 

 
注意注意注意注意 

機能「OP」はコントローラーP310 では機能「H1」および「H2」になります。 

 
Pos : 129 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Hi nweis - D as Infomenü wir d nicht automatisch wieder in di e T emperatur anzeige umg eschaltet , damit  ..  @ 23\mod_1336029939238_32581.docx @ 156722 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

インフォメニュは長期的な観察が可能なように、温度表示に再び自動的に移行しま自動的に移行しま自動的に移行しま自動的に移行しま    

せんせんせんせん。 炉温度が再び表示されるまで炉温度が再び表示されるまで炉温度が再び表示されるまで炉温度が再び表示されるまで、「、「、「、「InfoInfoInfoInfo」」」」    キーによって、すべてのインフォメニュをスク

ロールしてください。数値のい 

くつかは加熱プログラムのス 

タート後に再びリセットされます。動作時間メーターの再設定はできません。 
 
Pos : 130 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Hi nweis - um i m F ehl erfall schnell helfen zu können, si nd di e Werte des Infomenüs  ...  @ 5\mod_1211527857719_32581.docx @ 37260 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

エラーが生じた場合、インフォメニュの値はエラー発生の原因を突き止めるのに 

役立ちます。故障が発生した場合には「「「「制御器のチェックリストとクレーム制御器のチェックリストとクレーム制御器のチェックリストとクレーム制御器のチェックリストとクレーム」」」」のチ 

ェックリストをプリントアウトして書き込んだ上で送付してください。 
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Pos : 131 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Ü berschrif t - Spannungsausfall ver halten C ontroller ab Versi on 3.xx @ 0\mod_1169019852518_32581.docx @ 32913 @ 1 @ 1 
 

8 電圧低下時の挙動、バージョン電圧低下時の挙動、バージョン電圧低下時の挙動、バージョン電圧低下時の挙動、バージョン3.xx以降以降以降以降 
Pos : 132 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Spannungsausfall verhalten C ontroll er ab Version 3.xx @ 1\mod_1174894947624_32581.docx @ 33309 @  @ 1 
 

電圧低下時挙動は、電圧供給が中断した時の制御器の挙動を説明します。その
際、中断する時間は関係しません。 

セラミセラミセラミセラミック／ガラス使用ック／ガラス使用ック／ガラス使用ック／ガラス使用 

• Waitのセグメントでの中断、エラーメッセージ F90 

• その他すべてのセグメントでの中断、エラーメッセージ F90 

• ランプでの実際値が T > 100°Cならば続行 

メタル／ラボラトリー使用メタル／ラボラトリー使用メタル／ラボラトリー使用メタル／ラボラトリー使用 

各プログラム状態でプログラム続行 

電圧低下時挙動（バージョン3.xx以降）の設定／制御では、設定された電圧低下時
挙動を制御、または変更することができます。 
 

Pos : 133 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Ü berschrif t - Spannungsausfall ver halten C ontroller Versionen 1-2.xx Bauj ahr bis Anfang 2007 @ 1\mod_1174895419860_32581.docx @ 33310 @ 1 @ 1 
 

9     バージョンバージョンバージョンバージョン 1～～～～2.xx の制御器（製造年の制御器（製造年の制御器（製造年の制御器（製造年2007年初めまで）の電圧低下時の挙動年初めまで）の電圧低下時の挙動年初めまで）の電圧低下時の挙動年初めまで）の電圧低下時の挙動 
Pos : 134 /TD/Allgemei ne Hinweise (für alle Anlei tungen)/Hinweis - Di e Spannungsausfall-Fehler mel dung wird nur bei m ersten N etzausfall angezeig .. . @ 1\mod_1176375887704_32581.docx @ 33341 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

電圧低下エラーメッセージは初回の電源エラーでのみ表示されます。あるプログ 
ラム進行中に続けて何度も電圧低下が生じる場合、「「「「endendendend」」」」が発光しないことでそ 
の識別ができます。 

 
 
Pos : 135 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Spannungsausfall verhalten i n den verschiedenen Seg menten B 130, C  280 @ 0\mod_1169021401936_32581.docx @ 32916 @ 2 @ 1 
 

9.1 異なるセグメントでの電圧低下時の挙動、異なるセグメントでの電圧低下時の挙動、異なるセグメントでの電圧低下時の挙動、異なるセグメントでの電圧低下時の挙動、B 130／／／／C 280型型型型 

wait／／／／time3／／／／time4：：：：   エラーメッセージ F90を伴うプログラムの中断 

time1／／／／time2：：：：   プログラムの続行 
 

Pos : 136 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Spannungsausfall verhalten i n den verschiedenen Seg menten B 180, P 330 @ 7\mod_1234172954948_32581.docx @ 49929 @ 2 @ 1 
 

9.2 異なるセグメントでの電圧低下時の挙動異なるセグメントでの電圧低下時の挙動異なるセグメントでの電圧低下時の挙動異なるセグメントでの電圧低下時の挙動 B 180 /P 330型型型型 

wait：：：：  プログラム中断、エラーメッセージ F90 

time 1 / time 3：：：： 実際値からのプログラム続行 

time 2 / time 4：：：： プログラム続行 

 
Pos : 137 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Spannungsausfall verhalten B150 @ 0\mod_1169021277588_32581.docx @ 32915 @ 2 @ 1 
 

9.3 電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動    B 150型型型型 

wait：：：：     プログラムの中断、エラーメッセージ F90 

time 1：：：：   プログラムの続行、実際値以降 

time 2：：：：  保持時間が99:59よりも短い場合、プログラムの中断 

time 2：：：：  保持時間が99:59に設定されている場合、プログラム続行 
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Pos : 138 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Spannungsausfall verhalten P 300/P310 @ 7\mod_1234173299975_32581.docx @ 49945 @ 2 @ 1 
 

9.4 電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動 P 300 / P 310型型型型 

wait：：：： プログラムの中断、エラーメッセージ F 90 

time 1 / time 3：：：： T < 100℃ （212 °F）でプログラム続行 

time 1 / time 3：：：： T > 100℃（212 °F）で中断 

time 2 / time 4：：：： 保持時間が99:59よりも短い場合、プログラムの中断 

time 2 / time 4：：：：  保持時間が99:59に設定の場合、プログラム続行 
 

 
Pos : 139 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Ü berschrif t - T emperatur wähl begrenzer Eur other m 2132i zum Einbau i n C ontroll er...  (optional) @ 5\mod_1211528966670_32581.docx @ 37276 @ 1 @ 1 
 

10 B 180型と型と型と型とP 330型に取付けの温度選択制御器型に取付けの温度選択制御器型に取付けの温度選択制御器型に取付けの温度選択制御器 2132i（オプション）（オプション）（オプション）（オプション） 
Pos : 140 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Temper atur wählbegrenzer Eurotherm 2132i @ 0\mod_1169104247661_32581.docx @ 32954 @ 2 @ 1 
 

10.1 温度選択制御器温度選択制御器温度選択制御器温度選択制御器 Eurotherm 2132i 

 

温度選択制御器 Eurotherm 2132i は炉温度を独立した測定領域によって監視します。 

炉温度が設定値（通常最高温度 Tmax + 30℃/86°F）を超えると、加熱は炉を保護する

ために安全保護装置によって遮断します。 

温度選択制御器は点滅して「FSH」の警告を発します。 

温度が再び設定値以下に低下すると、動作を再開始するために承認が必要です。 

それには温度選択制御器の�キーと↺キーとを同時に押してください。 

温度選択監視器（溶解炉のためのオプション）は温度選択制御器とは異なり、 

温度が設定値以下になると加熱を自動的に再開します。承認の必要はありません。 

 

 参考参考参考参考 

温度選択制御器と温度選択監視器（オプション）の機能は、規則的な周期で点検する 

ことが必要です。 

 

 参考参考参考参考 

Eurotherm 2132i の取扱説明書を参照してください。 

 
Pos : 141 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Ü berschrif t - Konfigur ati on/Kundenspezifische Ei nstellung @ 0\mod_1169123695315_32581.docx @ 32968 @ 1 @ 1 
 

11 コンフィギュレーション／ユーザー固有の設定コンフィギュレーション／ユーザー固有の設定コンフィギュレーション／ユーザー固有の設定コンフィギュレーション／ユーザー固有の設定 
Pos : 142 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Konfigurati on @ 0\mod_1169022694551_32581.docx @ 32921 @ 2 @ 1 
 

11.1 コンフィギュレーションコンフィギュレーションコンフィギュレーションコンフィギュレーション 

制御器の動作挙動に影響を与える特別の設定は、コンフィギュレーションでなされます。

コンフィギュレーションは 2つのアクセスレベルに分かれていて、それぞれ異なるパスワ

ードによって開かれます。 

レベル 1 = パスワード 0000  レベル 2 = パスワード 2222 
Pos : 143 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Konfigurati on öffnen B130/B150 @ 7\mod_1234173419925_32581.docx @ 49961 @ 2 @ 1 
 

11.2 コンフィギュレーションを開くコンフィギュレーションを開くコンフィギュレーションを開くコンフィギュレーションを開く B 130 / B 150型型型型 

キーを押したまま、> キーを短くクリックして、 キーを再び離してくだ

さい。表示には「Co 0」と現れます。パスワードの入力が必要となります。 

EUROTHERM                              2132i
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キーでパスワードを希望のコンフィギュレーションレベルに入力して、保存キ

ー をクリックしてください。 キーでスクロールすることでパラメーターが

順に表示されます。 

変更された設定は、 キーによって保存されなければなりません！保存のプロセ

スで値が表示で短く点滅します。 

 
Pos : 144 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Konfigurati on öffnen B180/P300/P310/P330 @ 7\mod_1234173510589_32581.docx @ 49977 @ 2 @ 1 
 

11.3 コンフィギュレーションを開くコンフィギュレーションを開くコンフィギュレーションを開くコンフィギュレーションを開く B 180 / P 300 / P 310 / P 330型型型型 

キーを押したまま、 キーを短くクリックしてください。表示（ディスプレイ

）には「Co 0」が現れます。パスワードの入力が必要となります。 
キーボードブロックで希望のコンフィギュレーシで希望のコンフィギュレーシで希望のコンフィギュレーシで希望のコンフィギュレーションレベルのパスワードを入力

して、 キーで確認してください。 

キーでスクロールすることでパラメーターが順に表示されます。 

変更した設定は、 キーによって保存されなければなりません！保存のプロセス

中に表示（ディスプレイ）の値が短く点滅します。 

 

 参参参参考 

調整パラメーターの変更は、制御の機能に著しく影響を及ぼすことがあります。 

 
Pos : 145 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Ü berschrif t - Eins tell möglichkeiten i n Konfigur ati onsebene 1 @ 1\mod_1173254335537_32581.docx @ 33217 @ 2 @ 1 
 

11.4 コンフィギュレーションレベルコンフィギュレーションレベルコンフィギュレーションレベルコンフィギュレーションレベル 1 での設定の可能性（パスワードでの設定の可能性（パスワードでの設定の可能性（パスワードでの設定の可能性（パスワード = 「「「「0」」」」）））） 
Pos : 146 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/U mstellung °C/°F @ 5\mod_1211535055904_32581.docx @ 37292 @ 3 @ 1 
 

11.4.1 設定変換設定変換設定変換設定変換  ℃℃℃℃/°°°°F 

コンフィギュレーションレベルでパスワード 「「「「0000」」」」を入力してパラメーター 「「「「°F°F°F°F」」」」を選択してく

ださい。   によって、またはキーボードブロックを 「「「「1111」」」」に設定して  

保存キー  で確認してください。 

制御器内の安全装置スイッチは自動的に換算されます。その他のすべての温度入力は 

場合によっては追加で華氏°F°F°F°Fに変更されなければなりません。 

初期設定と追加で設定された加熱プログラムは、常に摂氏℃でプログラミングされていま 

す。設定変換の場合には手動で調整されなければなりません。 

 
Pos : 147 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Einstellungen kW/h Z ähl er (all e C ontroller) @ 5\mod_1211536501262_32581.docx @ 37340 @ 3 @ 1 
 

11.4.2 kW/hメーターの設定メーターの設定メーターの設定メーターの設定 

インフォメニュ内の電気の作業の kW/h の算出のためには、型名ラベルにある出力値の

入力が必要です。通常、設定はナーバ 

ザム社によってなされています。 

そうでない場合には、コンフィギュレーションレベルのパラメーター 「「「「PFPFPFPF」」」」を選択して型名

ラベルの出力値x10を   、またはキーボードブロックで入力して、保存キー   で 確

認してください。 

（例）炉出力3.6kW × 10 = 36363636 を入力 
 

Pos : 148 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Bei Öfen, di e für einen Netzspannungsbereich ( 220 V - 240 V) ausgelegt sind, is t die Ofenleistung...  @ 54\mod_1390466998396_32581.docx @ 266652 @  @ 1 

勾電電圧配(220V-240V9使に造られた炉の場合炉の性能を中中値（ パラセープー に”PF“)  
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前設定されています。これは地配特有の勾電電圧に準じて適合されなければならない。  

 
Pos : 149 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Einstellung Schnittstellenadr esse (all e C ontroller) @ 5\mod_1211536041457_32581.docx @ 37308 @ 3 @ 1 
 

11.4.3 インタフェースアドレスの設定インタフェースアドレスの設定インタフェースアドレスの設定インタフェースアドレスの設定 

1つのデータネットワークでの複数の制御器による動作では、制御器に異なるアドレスが 

設定されていなければなりません。 

コンフィギュレーションレベルでパラメーター 「「「「AdAdAdAd」」」」を選択して、新しいアドレス（1～99）を  

  で、またはキーボードブロックで入力して、保存キー   で確認してください。 
 

 参考参考参考参考 

炉監視ソフトウェア「Controltherm MV」での制御器の動作では、 

16を越えるインタフェースアドレスを設定することはできません。 

 
Pos : 150 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Programm- Eingabe mit/ohne Gradient (Ab Version 3.xx)  @ 5\mod_1211536461775_32581.docx @ 37324 @ 3 @ 1 
 

11.4.4 プログラム入力プログラム入力プログラム入力プログラム入力    勾配あり勾配あり勾配あり勾配あり / なし（バージョンなし（バージョンなし（バージョンなし（バージョン3.xx以降）以降）以降）以降） 

コンフィギュレーションレベルで、パラメーター 「「「「rArArArA」」」」を選択して    で、 またはキーボード

ブロックを通して希望の入力モードに設定して保存キー     

で確認してください。 
0000 = 勾配なしでのランプでの時間と目標温度値の入力 
1 1 1 1 =  勾配ありのランプでの時間と目標温度値の入力 
 

Pos : 151 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Di e Z eiteinheit für die Gradi entenei ngabe ist fes t auf Stunde (h) eing estellt . .. @ 5\mod_1210666214044_32581.docx @ 36651 @  @ 1 
 

 参考参考参考参考 

勾配入力の時間単位は時間（h）に設定され、分数で変化させることはできません。 

（例）100 °C/hhhh (212 °F/hhhh) 
 

 
Pos : 152 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Einstellung/Kontrolle Spannungsaus fall verhalten  (Ab Versi on 3.xx) @ 5\mod_1211536675648_32581.docx @ 37356 @ 3 @ 1 
 

11.4.5 電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動電圧低下時の挙動 設定設定設定設定 / 制御（バージョン制御（バージョン制御（バージョン制御（バージョン 3.xx以降）以降）以降）以降） 

コンフィギュレーションレベルでパラメーター 「「「「UrUrUrUr」」」」    を選択してを選択してを選択してを選択して、、、、    キー、またはキーボ

ードブロックで希望の低電圧時の挙動を設定してください。保存キー  

  で確認してください。 

0000 = 例えばセラミック / ガラス使用 

Wait のセグメントで中断 

すべてのセグメントでの中断 

温度T > 100℃でのランプの実際値から続行 

1111 = 例えば金属 / ラボラトリー使用 

各プログラム状態でプログラム続行 

保持時間は繰り返されず、停止した時点から残余時間が続行します。 
 

Pos : 153 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Ü berschrif t - Eins tell möglichkeiten i n Konfigur ati onsebene 2 @ 1\mod_1173254451336_32581.docx @ 33218 @ 2 @ 1 
 

11.5 ココココンフィギュレーションレベルンフィギュレーションレベルンフィギュレーションレベルンフィギュレーションレベル 2 での設定の可能性（パスワードでの設定の可能性（パスワードでの設定の可能性（パスワードでの設定の可能性（パスワード = 「「「「2」」」」）））） 
Pos : 154 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Einstellmöglichkeiten in Konfigurati onsebene 2 @ 0\mod_1169535554947_32581.docx @ 32986 @  @ 1 
 

PA アクティブなパラメータセット 

 設定領域 0～4（自動最適化も参照）  
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TU 自動最適化（調整） 

 設定領域 1 （スタート） 

P1 第1のパラメータセットの比例帯 XP 

 設定領域 0～100% 

I1 第1のパラメータセットの後設定 Tn 

 設定領域 0～5000s 

D1 第1のパラメータセットの前保持時間 Tv  
 設定領域 0～250s 

次のパラメーターセット以下 P2、i2、d2 ... P4、i4、d4 
 

Pos : 155 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Selbs topti mier ung @ 0\mod_1169019317841_32581.docx @ 32911 @ 2 @ 1 
 

11.6 自動最適化自動最適化自動最適化自動最適化 

制御器の調整パラメーターは、出荷時にすでに炉の最適な調整に設定されています。し

かしながらお客様のプロセスの調整挙動が不十分な場合には、自動最適化によって調

整挙動を向上させることができます。 

制御器には異なる炉のモデルのためにすでに初期設定された、4つの異なるパラメータ

ーセットが備わっています。設定されたパラメーターはパラメーター 「「「「PAPAPAPA」」」」で見ることがで

きます（コンフィギュレーションも参照してください）。自動最適化の実施においては、選択

されたパラメーターセットの調整パラメーターが特殊な測定方式によって検知され保存さ

れます。 

自動最適化は冷却した炉でのみ開始してください（温度T< 60℃）。そうでないと制御シス

テムに間違ったパラメーターが検知されます。まずプログラム入力レベルで、温度が最適

化されるべき「「「「T1T1T1T1」」」」のための値を入力してください。「time」の全時間を「00:00」に設定して

ください。 

コンフィギュレーションレベル2でパラメーター 「「「「tutututu」」」」を選択して「「「「1111」」」」に設定し、   キーで

確認してください。自動最適化はこれによってスタートします。ディスプレイには 「「「「tunetunetunetune」」」」が

点灯して炉温度と交替に表示されます。最適化が完了するとステータスフィールド 「「「「endendendend」」」」

が点灯します。検知されたパラメーターは、制御器によって対応する温度領域のために

パラメーターセットに保存されます。 

自動最適化では、例えば最高温度の最適化などの際の炉の破壊を防止するため、「「「「T1T1T1T1」」」」

に設定された値の約70％がどの場合にも実行されます。自動最適化は炉のタイプと数種

のモデルの温度領域に依存して、3時間以上かかることがあります。他の温度領域での

自動最適化によって調整挙動が低減することがあります！ナーバザム社は調整バラメー

ターの手動、または自動の変更によって生じる損傷については賠償の責任を負いません

（温度依存のパラメーターセットも参照してください）。 

 

 参考参考参考参考 

場合によっては、すべての温度領域のために自動最適化を実施してください。 
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Pos : 156 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Ü berschrif t - D atenschnittstelle @ 0\mod_1169123365196_32581.docx @ 32966 @ 1 @ 1 
 

12 データインタフェースデータインタフェースデータインタフェースデータインタフェース 
Pos : 157 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/D atenschnit tstelle opti onal (all e C ontroller) @ 0\mod_1169021959626_32581.docx @ 32920 @ 2 @ 1 
 

12.1 データインタフェースデータインタフェースデータインタフェースデータインタフェース RS 422（オプション）（オプション）（オプション）（オプション） 

 

すべての制御器に、オプションでD-Sub 9Pのプラグ接続によって引き出されるデ 
ータインタフェース RS 422を装備することができます。このインタフェースを経 
由して制御機能、および保存文書データを送信、または受信することができま 
す。データ交換はディスプレイに「com」（PCコミュニケーション）と表示され 
ます。 

インタフェースは、例えばナーバザム社炉監視ソフトウェア「MV-Controltherm」

のため、即時の動作開始が可能です。  
1つのデータネットワークでの複数の制御器／炉の動作には、異なるインタフェー
スアドレスが設定され、場合によっては変更されなければなりません（インタフ
ェースアドレスの設定を参照）。 
 

 参考参考参考参考 

炉とPC/Notebookの間をつなぐ データ接続回線の長さが20m以上必要な場合、オ 
プションで入手可能のインタフェース電源アダプター（注文番号 540100193）なし 
では通信に欠陥が生じることがあります。 ナーバザム社の炉監視ソフト「MV- 

Controltherm」が適用されない場合、RS422インタフェースに+5ボルトの追加の 
電圧供給を装備することが必要です。電圧供給は制御器のガルバニック絶縁のド 
ライバーコンポネントに必要です。そのためには例えばD-Sub 9Pのプラグ接続の 

外部のインタフェース電源アダプター（注文番号 540100193）をご注文いただけ 
ます。 

 
Pos : 158 /TD/Stör ungen/Fehl ersuche/Ü berschrift  - Stör ungen @ 0\mod_1168954129529_32581.docx @ 32899 @ 1 @ 1 
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13 故障故障故障故障 
Pos : 159 /TD/Stör ungen/Fehl ersuche/C ontroller/B150/B130/B170/C280/C 290/C 295/P320/Ü berschrift  - F ehl ermel dungen 1.1 @ 0\mod_1168954036393_32581.docx @ 32898 @ 2 @ 1 
 

13.1 エラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージ 
Pos : 160 /TD/Stör ungen/Fehl ersuche/C ontroller/B150/B130/B170/C280/C 290/C 295/P320/F ehler mel dungen C ontroll er @ 0\mod_1168954407482_32581.docx @ 32900 @  @ 1 

エラーセッ セーバが生じたらディ スプレーに下下のエラーセッ セーバ（ エラーエード） が 

温されます。  

エエエエララララーーーーエエエエーーーードドドド 意意意意意意意意 注注注注注注注注 

F10 炉は設定温度に到しなかっ た 例えばえープの故故、ドアが閉まっ ていない、又はドア

のエンプクト 

スイッ チの誤調整なな。  

F30-32 エラーが加電対または測定 

回回で発生。  

 

 

加電対が故故 

F40 加電対の電電が時間っ て接続 例えば加電対熱熱最ー電性を変更 

F50 温度又は時時入力エラー 入力を修修 

F60-61 シスでムエラー エントローラー故故 

F62 周囲温度が低すする<-10°C 

(-50 °F) 

場合によっ ては部部を暖暖 

F63 周囲温度が高すする>70°C 

(158 °F) 

場合によっ ては部部を熱気 

 

 

F64-69 シスでムエラー  

エントローラー 

エントローラー故故 

F70 プログラムで入力した最最 

温度を超超。  

スイッ チ装置又はエントローラーが 

故故 

F85 例部のエラー 例部からのセッ セーバが来ている。  

これは例えば炉の超加温度スイッ チであるかも知れない

。（ 熱気をチを ッ クのこと 。） 取説「 炉」 参照 

F90 停電 電圧が戻っ てから温温される。  

Init 4  加電対は接続されず。  

加電対のプイプが時間いであるか測定入力が

故故 

加電対接続部をチを ッ ク。  

 

 

エラーセッ セーバはエッ トスイッ チを入れたり 切ったり で元に戻すこと が出来ます。デの際機器を少なく と も５秒時切っ た状態にして下

さい。スイッ チを入れてから１分以内に 
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もはやエラーセッ セーバが出なかっ たらエントローラーは再び使えます。新たにエラーセッ セーバがでたら サーサスに相相Nabertherm
して下さい。熱気モープー（ もし付いているなら） はエラーの場合もスイッ チが入ったままです。えープーはなんな場合でもスイッ チが

切られています。  

 
Pos : 161 /TD/Stör ungen/Fehl ersuche/C ontroller/B150/B130/B170/C280/C 290/C 295/P320/Ü berschrift  - Stör ung en/Mel dungen 1 @ 0\mod_1168953886007_32581.docx @ 32897 @ 1 @ 1 
 

14 原因を探す原因を探す原因を探す原因を探す 
Pos : 162 /TD/Stör ungen/Fehl ersuche/C ontroller/B150/B130/B170/C280/C 290/C 295/P320/F ehlersuche_01 @ 0\mod_1168958078828_32581.docx @ 32903 @  @ 1 
 

エラーエラーエラーエラー 原因原因原因原因 処置処置処置処置 

制御器が点灯しない制御器が点灯しない制御器が点灯しない制御器が点灯しない 制御器のスイッチが入っていない 電源スイッチを「「「「IIII」」」」にしてくだ 
さい 

 電圧がない 電源プラグがコンセントに入って 
いますか 安全器を点検してください 

炉が加熱しない炉が加熱しない炉が加熱しない炉が加熱しない 扉／蓋が開いている 扉／蓋を閉めてください 

 ドア接触スイッチが動作している ドア接触スイッチを点検してくだ 
さい 

 「「「「waitwaitwaitwait」」」」が点灯している 待時間を「00:00」にしてください 

 温度入力がない T1／T2の温度を点検してください 

プログラムが次のセグプログラムが次のセグプログラムが次のセグプログラムが次のセグ    
メントへと進行しないメントへと進行しないメントへと進行しないメントへと進行しない 

「時間セグメント」の1つで保持時間 
が無制限に設定されている 

保持時間を99:59より短くしてく 
ださい 

調節器が最適化で加熱調節器が最適化で加熱調節器が最適化で加熱調節器が最適化で加熱    
しないしないしないしない 

「T1」で温度が設定されていない 最適化の温度は「T1」で設定され 
なければなりません 

 
Pos : 163 /TD/Stör ungen/Fehl ersuche/C ontroller/B150/B130/B170/C280/C 290/C 295/P320/F ehlersuche_02_Die T emper atur steigt schnell er als  der C ontroller vorgibt  @ 46\mod_1378287796672_32581.docx @ 245332 @  @ 1 
 

制御器の設定より温度制御器の設定より温度制御器の設定より温度制御器の設定より温度

の上昇速度が早いの上昇速度が早いの上昇速度が早いの上昇速度が早い 
加熱器のスイッチ部品(半導体リレー、

サリスタ、コンタクタなど)の故障 

炉内の部品不良の可能性を完全には否

定できないため、制御器とスイッチ装

置に安全装置を追加。エラーメッセー

ジ70が出ると、独立したスイッチで炉

の加熱器がオフになる。 

 

 

 

スイッチ部品の点検と部品交換は電

気の専門家が行ってください。 

 
 
Pos : 164 /=== Seitenumbr uch === @ 0\mod_1158819844943_0.docx @ 34115 @  @ 1 
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Pos : 165 /TD/Stör ungen/Fehl ersuche/C ontroller/B150/B130/B170/C280/C 290/C 295/P320/C heckliste C ontroller R ekl amation - Q001 @ 5\mod_1211523873945_32581.docx @ 37235 @  @ 1 
 

14.1 制御器のチェックリスト制御器のチェックリスト制御器のチェックリスト制御器のチェックリスト 
ユーザー： 

 ________________________________________________ 
 ________________________________________________ 

炉型： ______________________  炉製造番号： ______________________ 

制御器型： ______________________ 制御器製造番号： ______________________ 

制御器バージョン： ______________________ 

�  （入力後にディスプレイに表示されます） 

 

ディスプレイのエラーコード  

次のエラーは外的な影響に依

存します 
F 62 環境温度が低すぎる <－10℃（－50°F） 

F 63 環境温度が高すぎる > 70℃（158°F） 

F 90 電圧低下／進行中のプログラムはオン・オフ 
        によってスイッチが切られます 

エラーの詳しい記述  
 
 

インフォメニュ 

パラメーター Pr 

 インフォメニュ 

パラメーター OP 

 

インフォメニュ 

パラメーター SP 

 インフォメニュ 

パラメーター F1 

 

インフォメニュ 

パラメーター Pt 

 インフォメニュ 

パラメーター F2 

 

インフォメニュ 

パラメーター E 

 インフォメニュ 

パラメーター Ht 

 

インフォメニュ 

パラメーター tt 

 インフォメニュ 

パラメーター tA 

 

プログラミングされた焼成カ

ーブのすべての 
値を書き込んでください 

（例えば T1, time 1 等々） 

 
 
 
 

エラー発生時 プログラムの特定の位置、または特定の時刻 

 

特定の温度 

 

エラーはいつ始まりましたか

？ 
� エラーは新しく発生した 

� エラーは長く続いている 

� 不明 

エラーの頻度 

 
 

� エラーはしばしば発生する 

� エラーは規則的に発生する 

� エラーはたまに発生する 

� 不明 

代替の制御器 代替の制御器がすでに使用されていますか？ � はい     � いいえ 
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代替の制御器でもエラーが発生しますか？    � はい     � いいえ 

エラーの原因のリストを点検しま 
したか（炉の取扱説明書を参照）？               � はい     � いいえ 

次のテストプログラムを入力してください。それによって炉がフルに加熱されます。 

 

制御器 B 130 / C 280型      制御器 B 180 / B 150 / P 300 / P 310 / P 330型 

 

プログラムポ

イント 
値 

time 1 0 

T1 500 

T2 500 

time 2 30 

time 3 0 

（他のすべての値を「0」に

設定） 

   
扉／蓋を閉じてプログラム例を開始してください 。 

 

次の点について点検してください。 

 

� 炉は加熱されますか（温度上昇）？ 

� ディスプレイには「heat 」が表示されますか？ 

� 「time 1」または「time 2」で緑のLED が発光しますか？ 

 

加熱段階で、追加の詳しい情報のためにインフォメニュを呼び出してください。 

 

インフォメニュ内の次のデータは重要です。 

 

メニュポイント 値 

SP  

OP  

 

インフォキーを新たに押すことでメニュをスクロールできます。メニュを閉じるには、炉温度が表示される

までキーを改めて押してください。 

 
_______________________ _____________________________ ____________________ 

日付 名前      サイン 
Pos : 166 /TD/War tung_R einigung_Ins tandhaltung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C295/P320/Überschrift - Ersatzteile @ 0\mod_1168961537567_32581.docx @ 32905 @ 1 @ 1 
 

プログラムポイ

ント 
値 

time 1 0 

T1 500 

time 2  30 

（他のすべての値を「0」
に設定） 
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15 交換部品交換部品交換部品交換部品 
Pos : 167 /TD/War tung_R einigung_Ins tandhaltung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C295/P320/Austausch ei nes Anbau-C ontr ollers @ 0\mod_1168961281901_32581.docx @ 32904 @ 2 @ 1 
 

15.1 組立式制御機の交換組立式制御機の交換組立式制御機の交換組立式制御機の交換 
 

 

警告警告警告警告    電流による危険に注意！電流による危険に注意！電流による危険に注意！電流による危険に注意！ 

専門の電気技師にのみ電気設備の作業の実施が許されます。 

交換は専門の知識を備えた人員 

によってのみ行なわれなければなりません！ 

 

 注意注意注意注意 

電源スイッチが 「0」 の位置にあるかを確認してください！ケーシングを開ける前に必ず 

電源プラグ抜いてください！炉に 

電源プラグがない場合には、固定接続を無電圧に切替えてください。 

取外し取外し取外し取外し 

- 4個の固定ネジを制御器の前面から取外してください。- 制御器を上方から注意深くケ

ーシングから立て起こしてください。- インタフェースの平型ケーブル配線のプラグがある

場合には、それを取外してください。 
- 制御器の保護回路接続（緑 / 黄）を取外してください。- 両方のプラグ接続（オレンジ）を

取外してください。- 制御機を接続部に注意しながらケーシングから取り出してください。 
 

         

図 28：制御機の交換 

取付け取付け取付け取付け 

- 両方のプラグ接続を新しい制御機に差込んでください。 
- 保護回路接続を制御機に取付けてください。- オレンジとグレーの測定回路のアース接

続を点検してください。- インタフェース回線のプラグがある場合、それを取付けてくださ

い。 
- 制御機を取付ける前に、保護回路接続が正しく行なわれているかを点検してください。 
- 制御機をケーシング内に再び入れてください。 
- ケーブルが外に出ていたり、はさまれていないかを点検してください。 

 
 
Pos : 168 /TD/Allgemei ne Hinweise (für alle Anlei tungen)/Hinweis - Batterien und Elektroteil e gehör en nicht in den Hausmüll. @ 1\mod_1176380664045_32581.docx @ 33343 @  @ 1 
 

 

参考参考参考参考 

バッテリーと電子パーツとは家庭ごみとして廃棄できません。バッテリーをごみ として燃 
やすことは絶対にしないでください。漏出、または爆発の可能性があり ます。使用済みの 
製品はそのための処理場に引き渡してください。国内の規定に 注意を払ってください。 

 
Pos : 169 /TD/Einlei tung/T echnische Daten/Öfen/Überschrift - Technische D aten - mit Hi nweis @ 0\mod_1167822840737_32581.docx @ 32776 @ 1 @ 1 
 

16 技術仕様技術仕様技術仕様技術仕様 

	 電気データは、炉の側面にある型名ラベルに記載されています。 
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Pos : 170 /TD/Einlei tung/T echnische Daten/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C295/P320/Technische Daten alle C ontroll er @ 5\mod_1209469531101_32581.docx @ 36289 @  @ 1 
 

入力電圧入力電圧入力電圧入力電圧 ~100V～240V 50/60Hz  

消費電力消費電力消費電力消費電力 3.5W  

センサー入力センサー入力センサー入力センサー入力 S型、K型、R型  

センサー入力センサー入力センサー入力センサー入力 B型 B 180 / C 295 / P 300 / P310 / 

P 330型のみ 

加熱出力値加熱出力値加熱出力値加熱出力値 1 12V、最最130mA  

加熱出力値加熱出力値加熱出力値加熱出力値 2 12V、最最130mA C 295 / P 310型のみ 

加熱出力値加熱出力値加熱出力値加熱出力値 3 恒常自 0～5V、0～10V C 295 / P 310型のみ 

安全リレー安全リレー安全リレー安全リレー ~250V/16A  

特別リレー特別リレー特別リレー特別リレー ~250V/3A B 130型にはあてはまりません 

 

実時時時計実時時時計実時時時計実時時時計  P 330型のみ 

ブザーブザーブザーブザー  P 330型のみ 

バッでリーバッでリーバッでリーバッでリー 3V / 285mA リチウム電池型：CR2430 P 330型のみ 

 

保護等級保護等級保護等級保護等級 I （保護アース）  

保護の種類：保護の種類：保護の種類：保護の種類： キーボードシート IP 65  

 ケーシング IP 20  

 炉 / スイッチ装置 （炉の取扱説明書を参照） 

 

インプフをースインプフをースインプフをースインプフをース RS 422 絶縁 オプション 

 

測定精密度： +/- 3 °C  

最小率最小率最小率最小率 勾勾なしの入力で0.25℃/h勾勾付きの

入力で1℃/h 

 

 

作業環境条件作業環境条件作業環境条件作業環境条件   

保管温度 - 20 °C～+ 75 °C  

作業温度 0～40 °C 十分な空気循環に勾慮してくだ

さい 

相対湿度： 5～90 % 結露なし 
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Pos : 171 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Elektrischer Anschl uss (Schaltplan) @ 0\mod_1169476874919_32581.docx @ 32978 @ 1 @ 1 
 

17 電気接続（配線図）電気接続（配線図）電気接続（配線図）電気接続（配線図） 
Pos : 172 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Öfen bis 3,6 kW-  B130/B150/B180/C 280/P330 -> 12.2008 @ 5\mod_1209469192713_32581.docx @ 36273 @ 2 @ 1 
 

17.1 炉炉炉炉 3.6kWまでまでまでまで –––– B 130 / B 150 / B 180 / C 280 / P 330型型型型    2008年年年年12月まで月まで月まで月まで 
Pos : 173 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Öfen bis  3,6kW - B130/B150/B180/C 280/P330  -> 12.2008 - Gr afi k @ 7\mod_1234178949845_32581.docx @ 49995 @  @ 1 
 

 

図29：炉 3.6kWまで 

 
Pos : 174 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Öfen bis 3,6 kW-  B130/B150/B180/C 280/P330 -> 01.2009 @ 7\mod_1234181778059_32581.docx @ 50027 @ 2 @ 1 
 

17.2 炉炉炉炉 3.6kWまでまでまでまで –––– B 130 / B 150 / B 180 / C 280 / P 330型型型型    2009年年年年1月以降月以降月以降月以降 
Pos : 175 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Öfen bis  3,6kW - B130/B150/B180/C 280/P330  -> 01.2009 - Gr afi k @ 7\mod_1234181867016_32581.docx @ 50043 @  @ 1 
 

 

図30：炉 3.6kWまで 

 

1）制御調整 特殊機能 
（オプション） 

2）電圧供給 P/N 

3）加熱体接続 炉の取扱説明書参考 

4）サーモエレメント 

 

1）制御調整 特殊機能（オプション） 

2）電圧供給 P/N 

3）加熱体接続 炉の取扱説明書を参照 

4）サーモエレメント 

1）））） 

1）））） 

2）））） 

2）））） 

3）））） 

3）））） 

4）））） 

4）））） 
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Pos : 176 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Öfen >  3,6 kW mit H albl eiterrelais  - B130/B150/C 280/P300 @ 0\mod_1169539548325_32581.docx @ 32989 @ 2 @ 1 
 

17.3 炉炉炉炉 > 3.6kW 半導体リレー付き半導体リレー付き半導体リレー付き半導体リレー付き –––– B 130 / B 150 / C 280 / P 300型型型型 
Pos : 177 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Öfen >3,6kW mi t H albl eiterr elais - B130/B150/C 280/P300 - Grafi k @ 7\mod_1234181236549_32581.docx @ 50011 @  @ 1 
 

 

図31：炉 > 3.6kW  半導体リレー付き 

 
Pos : 178 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Öfen >  3,6 kW mit H eizschütz - B130/B150/C 280/P300 @ 0\mod_1169478027762_32581.docx @ 32982 @ 2 @ 1 
 

17.4 炉炉炉炉 > 3.6kW 加熱保護付き加熱保護付き加熱保護付き加熱保護付き –––– B 130 / B 150 / C 280 / P 300型型型型 
Pos : 179 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Öfen >3,6kW mi t H eizschütz - B130/B150/C280/P300 - Gr afi k @ 7\mod_1234182214440_32581.docx @ 50059 @  @ 1 
 

 

図32：炉 > 3.6kW  加熱保護付き 

 

1）制御調整 特殊機能 
（オプション） 

2）電圧供給 P/N 

3）安全保護 

4）出力 12V 半導体リレー 

5）サーモエレメント 

1）制御調整 
      特殊機能（オプション） 

2）電圧供給 P/N 

3）安全保護 

4）出力 

5）サーモエレメント 

1）））） 

1）））） 

2）））） 

2）））） 

3）））） 

3）））） 

4）））） 

4）））） 

5）））） 

5）））） 
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Pos : 180 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Öfen >  3,6 kW mit 2 H eizkreisen - P 310 @ 1\mod_1174909414512_32581.docx @ 33311 @ 2 @ 1 
 

17.5 炉炉炉炉 > 3.6kW 2つの加熱領域付きつの加熱領域付きつの加熱領域付きつの加熱領域付き –––– P 310型型型型 
Pos : 181 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Öfen >3,6kW mi t 2 H eizkreisen P310 -  Grafi k @ 7\mod_1234182697513_32581.docx @ 50075 @  @ 1 
 

 
 

 

図33：炉 > 3.6kW  2つの加熱領域付き  P 310型 

 
 
Pos : 182 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Ersatz-Controll er für Modelle C /S3; C/S 5; C/S 7; C/S8; C/S 19; CS 30 @ 7\mod_1234183190485_32581.docx @ 50091 @ 2 @ 1 
 

17.6 C/S 3型、型、型、型、C/S 5型、型、型、型、C/S 7型、型、型、型、C/S 8型、型、型、型、C/S 19型、型、型、型、C/S 30型のための代替制御器型のための代替制御器型のための代替制御器型のための代替制御器 
Pos : 183 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Ersatz für S 3 - S 30 C ontroll er bis  12.2008 @ 7\mod_1234183258553_32581.docx @ 50107 @ 3 @ 1 
 

17.6.1 S 3～～～～S 30型制御器の代替器型制御器の代替器型制御器の代替器型制御器の代替器    2008年年年年12月まで月まで月まで月まで 
Pos : 184 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ersatz für S-Contr oller -> 12.2008 -  Grafi k @ 1\mod_1174911311219_32581.docx @ 33314 @  @ 1 
 

 

図 34：旧S型制御器 3.6 kWまでの代替器 
 

N 
特殊機能 
(オプション) 

6) 

電圧供給 
P/N 

1) 

安全保護 

2) 

出力 12V 
半導体リレー 
加熱領域 1 

3) 

サーモエ

レメント 

4) 

制御調整 L1 
特殊機能 
(オプション) 

5) 

出力 12V 
半導体リレー 
加熱領域 2 

1) = 選択特殊機能（オプション）  
2) = 電源プラグ  

3) = 扉接触スイッチ  
4) = 炉加熱  
5) = サーモエレメント  
6) = 制御器  
bk      = 黒  
og/gn = オレンジ／緑  
wh     = 白 
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Pos : 185 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Ersatz für S 3 - S 30 C ontroll er ab 01.2009 @ 7\mod_1234184044211_32581.docx @ 50123 @ 3 @ 1 
 

17.6.2 S 3～～～～S 30型のための代替制御器型のための代替制御器型のための代替制御器型のための代替制御器  2009年年年年1月以降月以降月以降月以降 
Pos : 186 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/ Ersatz  für S-C ontroller -> 01.2009 - Gr afi k @ 7\mod_1234184127770_32581.docx @ 50139 @  @ 1 
 

 

図35：S型制御器の代替器 

 
Pos : 187 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ü berschrif t - Ersatz für C-Contr oller @ 1\mod_1174912837739_32581.docx @ 33318 @ 3 @ 1 
 

17.6.3 C 3～～～～C 30型制御器の代替器型制御器の代替器型制御器の代替器型制御器の代替器 
Pos : 188 /TD/Betri eb_Bedienung/C ontroll er/B150/B130/B170/C 280/C 290/C 295/P320/Schal tpl äne/Ersatz für C  3 - C 30 Contr oller - Grafi k @ 1\mod_1174911400410_32581.docx @ 33315 @  @ 1 
 

 

図 36：C型制御器の代替器 

 
Pos : 189 /=== Seitenumbr uch === @ 0\mod_1158819844943_0.docx @ 34115 @  @ 1 
 
  

6）））） 

1）））） 

1）- - - 
2）- - - 
3）- - - 
4）- - - 
5）- - - 
6）制御器 
7）プラグ接続 HAN 15D 
bk      = 黒 
og/gn = オレンジ／緑 
wh     = 白 

2）））） 

6）））） 

4）））） 

7）））） 

5）））） 

1）制御調整特殊機能（オプション） 
2）電圧供給 
3）- - - 
4）加熱体の接続炉の取扱説明書を参照 
5）サーモエレメント 
6）制御器 
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18 ナーバザムサービスナーバザムサービスナーバザムサービスナーバザムサービス 
 

 

装置のメンテナンスと修理にはナーバザムサービスのご利用が常時可能です。 

ご質問、トラブル、またはご希望がございましたら、どうぞナーバザム社にご連 
絡ください。 

 
 


 

書面によるコンタクト書面によるコンタクト書面によるコンタクト書面によるコンタクト 

Nabertherm GmbH 

Bahnhofstrasse 20 

28865 Lilienthal/Germany 

 
 

� 

電話、またはファックス電話、またはファックス電話、またはファックス電話、またはファックス 

電話：           +49 (4298) 922-0 

ファックス：+49 (4298) 922-129 

 
 

���� 

インターネット、または電子メールインターネット、または電子メールインターネット、または電子メールインターネット、または電子メール 

www.nabertherm.com 

contact@nabertherm.com 

 

お問い合わせの際には、炉または制御器の型名ラベルのデータをお手元にお控えお問い合わせの際には、炉または制御器の型名ラベルのデータをお手元にお控えお問い合わせの際には、炉または制御器の型名ラベルのデータをお手元にお控えお問い合わせの際には、炉または制御器の型名ラベルのデータをお手元にお控え

ください。ください。ください。ください。 
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型名ラベルの情報から下記の項目を記入してください。 

 

炉型 

シリアル番号 

商品番号 

製造年 

図1：例 (型名ラベル) 
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in
Germany
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Headquarters:  Reg: M03.0001 JAPANISCH 
Nabertherm GmbH  .  Bahnhofstr. 20 .  28865 Lilienthal/Bremen, Germany . Tel +49 (4298) 922-0, Fax -129 . contact@nabertherm.de   .    www.nabertherm.com 

 


